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決算特別委員会 平成２６年９月３０日（火）            開会 １０時０１分 

 

審査の経過概要 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ただいまから決算特別委員会を開会いたします。去る９月２４日の本会議において、当委

員会に閉会中の継続審査として付託されました案件は、認定第１号平成２５年度阿久根市歳

入歳出決算認定について（一般会計）、認定第２号平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定

について（国民健康保険特別会計）、認定第３号平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定に

ついて（簡易水道特別会計）、認定第４号平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（交通災害共済特別会計）、認定第５号平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について

（介護保険特別会計）、認定第６号平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（後期

高齢者医療特別会計）、認定第７号平成２５年度阿久根市水道事業会計の決算の認定につい

て、以上７件であります。まず、審査に先立ち日程についてお知らせします。審査日程は、

さきの委員会で決定したとおり、本日から１０月３日までの４日間といたします。なお、各

課等の審査順は、お手元に配付してあります審査日程表のとおりとし、都合によっては時間

及び日程の変更も考慮のうえ、審査していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

次に、審査の方法については、歳入歳出決算書のほか、提出されている全書類により審査

することとなりますが、所管課長等の説明は、主に決算事項別明細書と決算に関する説明書

により説明を受け、その後各委員の質疑に入りたいと思います。なお、現地調査につきまし

ては、各課の審査が終わってからお諮りいたしたいと思いますので、よろしくお願いします。

また、質疑は一問一答形式とし、議題外にわたらず簡潔明瞭に、ページ数と款、項、目を言

ってから質疑されるようお願いします。 

ここで、９月１日の全員協議会でも説明があり、第３回定例会委員会より、委員間の討議

を行っております。 

この委員間討議の目的は、委員会において、議案等についての論点を明確にし、審議内容

について理解を深めることを目的とするもので、議案等に対する賛否の表明やほかの委員の

意見を否定する場ではありませんので、特にご留意をお願い申し上げます。 

また、委員間討議の時期につきましては、質疑のあと、討論の前となります。 

本委員会においては、各課から説明を受け、すべての議案の質疑終了後に討論に入ってお

ります。したがいまして、委員間討議については、各議案の質疑がすべて終了したあと、討

論の前に行いたいと思いますのでご了承願います。 

 

○認定第１号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

それでは日程表にしたがい、認定第１号を議題とし、議会事務局所管の事項から審査に入

ります。議会事務局の出席をお願いします。 

（議会事務局入室） 

それでは局長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、

事業の執行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

松﨑事務局長 

それでは、議会事務局所管分について御説明いたします。 

歳出からですが、決算に関する説明書は２５ページ、２５ページです。事項別明細書は１
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８ページをお願いいたします。事項別明細書のほうで御説明をいたします。 

１款１項１目議会費は、当初予算額１億３，８０３万６千円、補正予算額７２０万１千円

の減額、予算現額１億３，０８３万５千円に対し、支出済額は１億２，９２７万４，４０８

円、不用額が１５６万５９２円であり、執行率としましては９８．８１％となっております。 

それでは、節ごとに支出済額で御説明します。１款１項１目議会費１節報酬の支出済額４，

９７１万５，３９７円は、議員１６名分の報酬であります。１０月から１０％減額されてお

ります、平成２６年３月までの減額の合計は２６１万６，６００円となっております。２節

給料の支出済額１，６３８万９，４２９円は、職員４名分の給料であります。３節職員手当

等の支出済額２，２９６万６,５１６円は、議員１６名分の期末手当と職員４名分の手当等

が主なものであります。４節共済費の支出済額３，２１１万９，１７８円は、市議会議員共

済会負担金の２，６１１万６，４８０円が主なものであります。７節賃金の支出済額１４１

万５，２００円は、臨時職員１名の賃金であります。９節旅費の支出済額２２２万５，１２

０円は、議員の費用弁償１５８万６，６６０円、それから普通旅費６３万３，８６０円が主

なものであります。残額の５８万９，３４０円は、常任委員会所管事務調査の執行残が主な

ものであります。１０節交際費の支出済額３８万３，０９２円は、議長等が出席した各種会

合に係る会費等が主なものであります。１１節需用費の支出済額１５４万６，８０８円は、

現行法規等の加除の図書代と消耗品費８２万４９０円、議会だよりの印刷製本費７０万９，

６３２円が主なものであります。残額の２０万３，１９２円は、市議会だよりの印刷製本代

の執行残が主なものであります。１２節役務費の支出済額１６万９，３３６円は、郵便、電

話料等の通信費及び議長用務時の代行運転手数料３万７，８００円、事務局の直通電話配線

改修などのその他役務費３万７，３８０円となっております。１３節委託料の支出済額１３

７万７，６２０円は、会議録反訳印刷製本業務委託料であります。１４節使用料及び賃借料

の支出済額３万５，４３０円は、議長用務時のタクシー料金であります。１８節備品購入費

の支出済額６万８，７２２円は、事務局の直通電話機２万２，８９０円のほか、議会報告会

用として購入しましたデジタルカメラ、ＩＣレコーダー、その他図書購入費であります。１

９節負担金補助及び交付金の支出済額８６万２，５６０円は、全国市議会議長会等の負担金

６２万３，１００円及び会議出席負担金１０万８，５００円とその他負担金としまして、市

町村議会議員研修会の議員８名分の研修負担金１３万９６０円であります。 

次に歳入について御説明いたします。決算に関する説明書の２１ページをお開きください。

１９款５項４目２０節雑入の議会事務局所管分は、決算に関する説明書の上から３行目の雇

用保険料９３万３，７６３円のうち、７，０７６円が事務局の臨時職員分であります。 

以上で御説明を終わりますが、御審議をよろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

局長の説明が終わりました。これより、質疑に入ります。 

出口徹裕委員 

歳出のですね、委託料なんですけど、委託料で会議録のやつがあるんですが、何冊分にな

るのか、そして、製本代が高いのか、それとも文字にするという、内訳的にどちらがウエイ

トを占めているのか教えてください。 

松﨑議会事務局長 

１３節委託料の会議録翻訳印刷製本業務につきましては、１分あたりの単価契約でありま

す。１分あたり３７０円の合計、３，５４６分、５９時間６分分の委託料という実績であり

ます。以上です。 

出口徹裕委員 
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そうした場合、製本も入っているんですよね、何冊分ですかね。 

松﨑議会事務局長 

５０部となっております。以上です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

竹原恵美委員 

去年との差なんですけど、昨年は報償費の中にあくねっ子への記念品なんかが少し多めに

出たんですが、今回はどのような処理をされたのでしょうか。 

松﨑議会事務局長 

２５年度につきましては、報償費については実績はありませんでした。以上です。 

竹原恵美委員 

あくねっ子に対しての処置、対象はどのように変わったということでしょうか。それとも

別課で対応した、別課で何かをした、実行しなかった。 

松﨑議会事務局長 

２５年度においては、子ども議会も含めて、平成２４年度につきましては、市制施行６０

周年記念事業としてあくねっ子議会に取り組んだわけですが、２５年度につきましては、そ

のような実績はなかったということであります。 

 ［竹原恵美委員「そうか、了解です」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、議会事務局所管の事項について、審査を一時中止します。 

（議会事務局退室、監査事務局入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号中、監査事務局所管の事項について審査に入ります。局長の説明を求め

ますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等

について、簡潔明瞭にお願いします。 

川畑監査事務局長 

それでは、監査事務局所管分について御説明いたします。まず、公平委員会費から御説明

いたします。決算に関する説明書の２８ページ、事項別明細書については２２ページをお開

きください。２款総務費１項総務管理費１０目公平委員会費の予算現額は３７万３千円で、

支出済額は２１万８，８７０円であります。不用額は１５万４，１３０円で、予算の執行率

は５８.７％であります。 

では、歳出の主なものについて御説明いたします。１節報酬の４万６，８００円は、公平

委員３名分の委員会及び県連合会総会並びに研究会出席時の報酬であります。９節旅費の１

３万８，４６０円は、全国公平委員会連合会本部研究会の出席旅費が主なものであります。

１１節需用費及び１２節役務費を飛ばしまして、１９節負担金補助及び交付金の３万３千円

は、県及び全国の公平委員会連合会の負担金と会議の出席負担金であります。 

次に、監査委員費について御説明いたします。決算に関する説明書の３２ページ、事項別

明細書の２８ページをお開きください。まず、監査の事務事業について御説明いたします。

監査業務につきましては、毎年４月に監査規程に基づき、年間の各課の定期監査と例月現金

出納検査及び決算審査の計画を立てて実施し、平成２５年度につきましては、予定どおり実
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施を終えたところであります。 

では、決算について御説明いたします。２款総務費６項監査委員費１目監査委員費は、当

初予算額１，７９０万７千円で、４２万２千円の減額補正を行い、その後、５万９千円の予

算流用を行い、予算現額は１，７５４万４千円となり、支出済額は１，７４７万９，４７６

円であります。また、不用額は６万４，５２４円で、予算の執行率は９９.６％であります。 

では、歳出の主なものについて御説明いたします。１節報酬の１６６万２，３０２円は、

識見及び議員選出監査委員２名分の報酬であります。２節給料から４節共済費は、職員２名

分の人件費であります。９節旅費の３８万４０円は、監査委員会総会及び研修会等の出席旅

費及び費用弁償であります。１１節需用費の３４万７，６２１円は、参考図書の追録代が主

なものであります。１２節役務費を飛ばしまして、１９節負担金補助及び交付金の４万８千

円は、全国・西日本・九州都市監査委員会の会費及び県各市監査委員会定期総会等の会議出

席負担金であります。歳出については、以上であります。なお、歳入については、該当があ

りませんでした。 

以上で監査事務局の所管分について説明を終わりますが、御審議方よろしくお願いいたし

ます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

局長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、監査事務局所管の事項について、審査を一時中止します。 

（選挙管理委員会事務局 入室） 

次に、認定第１号中、選挙管理委員会事務局所管の事項について審査に入ります。局長の

説明を求めますが、簡潔明瞭にお願いします。 

川畑選挙管理委員会事務局長 

それでは、選挙管理委員会事務局所管分について御説明いたします。決算に関する説明書

の３１ページ、事項別明細書は２６ページをお開きください。２款総務費４項選挙費１目選

挙管理委員会費は、当初予算額９９３万８千円で、６０万７千円の減額補正を行い、予算現

額は９３３万１千円となり、支出済額は９２３万２，９０４円であります。また、不用額は

９万８，０９６円で、予算執行率は９８.９％であります。 

では、歳出の主なものについて御説明いたします。１節報酬の１８０万７，２００円は、

選挙管理委員４名分の報酬であります。２節給料から４節共済費は、職員１名分の人件費で

あります。１１節需用費の２２万５，７２８円は、必読図書追録代ほかコピー代が主なもの

であります。１９節負担金補助及び交付金の４万４００円は、全国都市及び九州都市並びに

県の各選挙管理委員会連合会への負担金であります。 

次に、２目選挙啓発費であります。決算に関する説明書は３２ページをお開きください。

予算現額は１９万８千円で、支出済額は１８万５，４００円であります。また、不用額は１

万２，６００円で、予算執行率は９３．６％であります。 

歳出の主なものについて、御説明いたします。８節報償費の３万３千円は、明るい選挙推

進協議会委員への出水支会総会及び市総会並びに研修会の出会謝金であります。１１節需用

費の５万７千円は、成人式で新成人に対し配布した選挙啓発用冊子の購入分であります。１

９節負担金補助及び交付金の９万３，６００円は、県明るい選挙推進協議会出水支会常時啓

発負担金分であります。 

次に、４目参議院議員選挙費は、平成２５年７月２１日に執行された参議院議員通常選挙

に係る執行経費であります。選挙の結果について申し上げますと、選挙当日有権者数は１万
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９，３２９人で、投票者数は１万１６５人、投票率は５２.５９％でありました。では、決

算についてご説明いたします。予算現額は１，０９０万７千円で、支出済額は１，０２７万

５０９円であります。また、不用額は６３万６，４９１円で、予算執行率は９４．２％であ

ります。 

歳出の主なものについて、御説明いたします。１節報酬の５０５万３，６００円は、期日

前投票管理者及び立会人、選挙当日における各投票所投票立会人、開票管理者及び開票立会

人、投・開票事務従事者等の報酬であります。７節賃金の１２９万４，７０４円は、臨時職

員５人分の賃金であります。８節報償費及び９節旅費は飛ばしまして、１１節需用費の９４

万１，３０９円は、投票所入場券の印刷代及びポスター掲示板の支柱並びに選挙用消耗品の

購入費等であります。１３節委託料の４０万９，５００円は、選挙公営ポスター掲示板建込

及び撤去業務委託料であります。１４節使用料及び賃借料の５２万４，８３８円は、既存の

ポスター掲示板に増設した、２段２区画分のアルミ製ポスター掲示板の借上料３６万７，５

００円が主なものであります。１８節備品購入費の７８万２，２５０円は、各投票所のプリ

ンター２４万１，５００円及び投票所事務テーブル５４万７５０円であります。１９節負担

金補助及び交付金の５万６千円は、出水支会で選挙の啓発用品を購入するための負担金であ

ります。以上で、歳出の説明を終わらせていただきます。 

次に、歳入について主なものについてを御説明いたします。決算に関する説明書の１７ペ

ージ、事項別明細書は１１ページをお開きください。１４款県支出金３項委託金１目総務費

委託金は、選挙費委託金１，０２７万１，９７３円で、その内訳は参議院議員選挙費委託金

が１，０２７万５０９円、在外選挙人名簿登録事務委託費が１，４６４円であります。 

以上で選挙管理委員会が所管しております事項について説明を終わりますが、御審議方よ

ろしくお願いいたします。なお、質疑については、私及び担当係長から説明させていただき

ます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

局長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、選挙管理委員会事務局所管の事項について、審査を一時中止し

ます。 

（選挙管理委員会退室、会計課入室） 

次に、認定第１号中、会計課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求めます

が、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等につ

いて簡潔明瞭にお願いします。 

小牟田会計課長 

それでは、会計課所管の事項について御説明いたします。まず、初めに歳出から説明させ

ていただきます。歳入歳出決算事項別明細書の２０ページをお開きください。決算に関する

説明書は２６ページになります。 

第２款総務費１項総務管理費６目会計管理費でありますが、予算額５1万５千円に対し、

支出済額は４０万７，７３５円、不用額１０万７，２６５円であり、執行率は７９．２％で

あります。支出の主な内容でありますが、まず、９節旅費の支出済額５万７００円は、県都

市会計管理者会や会計事務研修会などの出席に伴う旅費であります。次に、１１節需用費の

支出済額１１万７，９９３円は、図書追録代や支払切符作成代のほか事務用品などが主なも

のであります。１２節役務費の支出済額１８万７，４４２円は、口座振込みの支払いに係る

データの伝送システム利用手数料１２万６千円及びその電話料が主なものであります。１９
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節負担金補助及び交付金の支出済額５万１，６００円は、県都市会計管理者会への運営負担

金や会計事務研修会等への出席負担金であります。次に、事項別明細書の６６ページをお開

きください。決算に関する説明書は、６６ページ、一番最後になります。 

１２款１項公債費２目利子２３節償還金利子及び割引料の予算額１億３，９８１万２千円

のうち、会計課所管分の予算額は、一時借入に伴う利子支払い分９８万８千円であります。

一時借入に伴う利子は、支出済額１億３，１９１万８９４円のうち、２万７，３５３円であ

ります。支出につきましては、資金計画に基づきながら支出をしているところでありますが、

資金不足が想定されたことから、１０月２５日から１１月５日まで１２日間、指定金融機関

でありますＪＡから１億６千万円を借り入れたものであります。 

次に、歳入について御説明いたします。事項別明細書の１５ページをお開きください。 

決算に関する説明書は、２０ページになります。第１９款諸収入２項１目市預金利子１節預

金利子の収入済額７１万４，０３３円は、歳計現金預金等の利子であります。歳入は、この

１件だけであります。 

これで説明を終わりますが、御審議くださるようよろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、会計課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（会計課退室、総務課入室） 

次に、認定第１号中、総務課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求めます

が、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等につ

いて、簡潔明瞭にお願いします。 

内園総務課長 

それでは、総務課の歳出から、その主なものについて御説明いたします。決算に関する説

明書は２５ページ、事項別明細書は１８ページをお開きください。まず、第２款総務費１項

１目一般管理費の予算現額７億７,２５０万７千円に対して、支出済額は７億６,８５５万２,

０９３円で執行率は９９．４９％であります。１節報酬の支出済額１,８７５万５,６００円

は、行政事務連絡員７７人分の報酬１,３４５万３,４４０円とキーパンチャー、電話交換手

３人分の報酬５２５万５,９６０円が主なものであります。２節から４節までは特別職２人

と延べ職員４０人分の人件費でありまが、３節職員手当等の中には、特別職及び全職員分の

退職手当に係る県市町村総合事務組合負担金３億８,７６４万３,２９９円が含まれているも

のでございます。事項別明細書の１９ページをごらんください。８節報償費の支出済額２５

６,６９０円は、行政改革推進委員会開催時の委員出席謝金及び市民表彰式の表彰記念品等

の購入費であります。不用額の８０万８,３１０円は、市民特別表彰用の特別表彰記念章等、

購入する必要がなったことなどが主な理由でございまして、執行率は２４.１%でありました。

９節旅費の不用額６８９,７９０円は、特別職を含む職員分の普通旅費でありますが、公用

車の利用増進による効率的運用が図られたことや割引航空券の活用などにより不用となった

ものでございます。１０節交際費は市長の交際費であり、１３節委託料の不用額４８万６,

８７３円の不用額は，従来実施しておりましたＶＤＴ検診業務にかえてメンタルヘルス業務

を実施したことにより、委託料単価が安価となったことから執行残が生じたものなどでござ

います。１９節負担金補助及び交付金の支出済額１,４０８万９,５６９円は、決算に関する

説明書にあります４つの協会等への負担金と会議出席負担金並びに各団体等への補助金でご

ざいます。 
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決算に関する説明書の２６ページをお願いします。２５節積立金は、利子分３６,９２９

円を含めた６，００３万６，９２９円を退職手当準備基金に積み立てるものでございまして、

この積立てなどにより平成２５年度末基金残高は、４億１,６３５万７,２１２円となったも

のでございます。  

次に、２目職員研修費であります。予算現額３９５万７千円に対して、支出済額は３９１

万９，８５０円で、執行率は９９．０６％でありました。８節報償費の支出済額２万円は、

職場活性化研修会開催時の講師謝金でございます。９節旅費の支出済額３１０万６３０円は、

自治研修センターをはじめとした各種研修会への出会旅費及び鹿児島県東京事務所への派遣

職員１名に対する派遣旅費が主なものでございます。１３節委託料の支出済額３５万９千円

は、職員の資質向上を図り、職場の活性化を図るため実施いたしました職場活性化研修業務

委託料でございます。１９節負担金補助及び交付金の支出済額４３万４，２２０円は、県市

町村振興協会に対する負担金及び市町村アカデミー研修等、各種研修会への参加に伴います

負担金でございまして、県市町村振興協会では課長等の管理職をはじめ、一般職員まで幅広

く研修会を開催しておりまして、当市におきましても多数の参加実績を得ているところでご

ざいます。 

次に、３目広報費でございますが、事項別明細書は１９ページから２０ページになります。

予算現額１,２９６万２千円に対して、支出済額は１,２４７万９,３１２円で、執行率は９

６．２８％でした。１１節需用費の支出済額５３０万４,９８６円は、市の広報紙及び広報

カレンダー印刷費が主なものでございます。１２節役務費の支出済額９５万６，６４６円は、

広報紙の郵送料が主なものでございまして、事項別明細書の２０ページにあります１８節備

品購入費の支出済額１２万７５０円は、応接室に備え付けのテレビ用ブルーレイレコーダー

を購入したものであります。次の１９節負担金補助及び交付金の支出済額６０９万５,７３

０円は、全国広報協会に対する負担金２万４千円と各集落への広報用放送施設整備事業の補

助金６０７万１,７３０円の合計額でございます。この広報用放送施設整備事業補助金によ

る無線化事業につきましては、大丸区ほか４集落に対する無線化放送施設整備に係る補助金

や新規に区に加入される世帯が戸別受信機を設置されたときの補助金のほか、整備が完備し

ている７０区への放送設備維持管理に対する補助金を交付したものでございます。  

次に、４目文書費でございます。予算現額５２９万９千円に対し、支出済額は４５８万６

８０円で、執行率は８６．４４％でございました。１節報酬は、情報公開・個人情報保護審

査会委員３人分の報酬と費用弁償等を予算計上していたものでありますが、当該案件がなか

ったため、全額不用額となったものであります。１１節需用費の支出済額８１万２，６０８

円は、官報購読や書籍追録代等が主なもので、１３節委託料の支出済額１３０万２千円は、

例規集データ更新等の業務委託料でございます。次の１４節使用料及び賃借料の支出済額２

４６万６,０７２円は、例規集のシステムプログラム使用料と両面印刷機やファックス兼プ

リンターのリース料でございます。 

次に、１３目交通安全対策費ですが、決算に関する説明書は２９ページ、事項別明細書は

２３ページをお願いいたします。予算現額３５０万８千円に対して、支出済額は３３６万４,

３０４円で、執行率は９５．９％でした。１節報酬の支出済額１８１万７,７２９円と４節

共済費２８万１，３７６円は、交通安全専門指導員１人分の報酬と社会保険料が主なもので

ございます。８節報償費の支出済額１５万９,３６４円は、交通安全協力員への謝金が主な

ものでございます。１１節需用費の支出済額１２万１,８５０円は、新入学児童の安全帽子

やランドセルカバーなどが主なものでございます。１３節委託料の支出済額７万８,７５０

円は、高齢者体験交通安全教室事業を２自動車教習所に委託して実施したものでございます。



- 8 - 

１９節負担金補助及び交付金の支出済額８９万７,５００円は、阿久根地区交通安全協会ほ

か県交通安全母の会連絡協議会への負担金でございます。 

次に、１６目庁舎管理費でございますが、決算に関する説明書は、２９ページから３０ペ

ージ、事項別明細書では、２３ページから２４ページになります。予算現額４,９１２万２

千円に対して、支出済額は４,５２５万９,９９７円で、執行率は９２.１４％でございまし

た。１節報酬の支出済額１８０万３,０８５円は、庁舎及び公用車の管理員一人分の報酬で

ございます。４節共済費は、庁舎・公用車管理員一人分及び庁舎警備員３人分の社会保険料

でございまして、７節賃金は庁舎警備員３人分の賃金でございます。１１節需用費の支出済

額１,５２８万２,０９０円は、電気料約８９８万円、ガス代約４２２万円、水道料約９５万

円など庁舎管理に係る光熱水費が主なものでございます。なお、不用額２２１万６,９１０

円につきましては、節電等の省資源化の取り組みによる光熱水費の節約のほか、庁舎施設等

の修繕が少なかったことから、修繕料の不用額が主なものでございます。１３節委託料の支

出済額１,０６２万３,３４８円は、決算に関する説明書に記載してございますとおり、１６

業務に係る委託料でございます。不用額の１４８万９,６５２円は、これらのうち冷暖房機

保守点検業務を除く１５業務に係る入札執行残によるものでございます。また、説明書の３

０ページになりますが、委託料の一番下の備考欄に記載の市庁舎耐震補強計画作成業務以外

は、ほとんど通年的な業務委託でございます。この庁舎耐震補強計画作成業務の支出済額３

０４万５千円は、平成２４年度に実施いたしました耐震結果に基づきまして、本館３階部分

について耐震補強計画の策定業務を実施したものでございます。この計画策定過程におきま

して、建設耐震判断判定委員会から耐震の新たな基準についての案内を受けましたので再診

断を実施しましたところ、倒壊の危険が低いという判定が得られましたことから、耐震補強

工事を要しなくなったところでございます。 

次に、説明書は３０ページ、事項別明細書は２４ページをお願いいたします。１４節使用

料及び賃借料の支出済額７７万４,９００円につきましては、庁舎内トイレ衛生器具の借上

料でございます。１５節工事請負費の支出済額１,１７１万７千円は、市有施設整備基金を

活用いたしまして、庁舎駐車場の舗装工事を実施しましたほか、議会委員会室及び第一会議

室の床張替工事を行ったものでございます。次の１６節原材料費の支出済額６,１００円は、

庁舎の維持管理に係る補修用資材の購入費でございますが、応接室の棚の補修を行った折、

その補修用資材を購入したものでございます。１８節備品購入費の支出済額２３万３,２８

２円は、庁舎別館棟２階及び第１会議室のブラインドを購入したものでございます。 

次に、１７目電算管理費でございます。予算現額６,９６３万８千円に対し、支出済額は

６,１１２万８，３９２円でございまして、執行率は８７.７８％でございました。１１節需

用費の支出済額９０３万９,０８０円は、電算機器の修繕やプリンタートナーなど消耗品購

入費が主なものでございます。１２節役務費の支出済額５５０万１,５３５円は、本庁と支

所等の外部施設を接続する通信回線費が主なものでございまして、１３節委託料の支出済額

１,３１８万２４５円は、決算に関する説明書に記載してありますとおり、電算機器の保守

点検業務をはじめ、全７業務に係るシステムの改修や保守点検業務であります。次の１４節

使用料及び賃借料の支出済額１,９９３万２,３８４円は、電算ソフト使用料やパソコンリー

ス料が主なものでございますが、不用額の７９１万４，６１６円につきましては、情報系シ

ステムサーバーの入れかえによるリース料の入札執行残が主なものであります。１９節負担

金補助及び交付金の支出済額１,３４１万７,９０８円は、決算に関する説明書に記載してあ

りますように、４つの団体等への負担金と住民記録、税、健康管理、財務会計等の各種電算

システムサポート負担金でございます。 
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次に、２項徴税費１目税務総務費のうち総務課所管分は、固定資産評価審査委員会の委員

に係る１節報酬、９節旅費及び１９節負担金補助及び交付金でございます。１節報酬の支出

済額１３,８００円は、固定資産評価審査委員会開催時の委員３人分の報酬でございます。

９節旅費は、同委員に対する費用弁償であります。１９節負担金補助及び交付金は、固定資

産評価審査委員会運営研修会負担金を予算計上していたものでございますが、研修会への出

席を要しなかったことから不用となったものでございます。 

次に、第９款消防費１項４目災害対策費の総務課所管分について御説明をいたします。決

算に関する説明書及び事項別明細書ともに５６ページになります。予算現額１,１８４万８

千円に対して、支出済額８３９万２,２２６円ですが、このうち総務課所管分は、予算現額

が４２０万円で、支出済額が２５８万９,４２６円であり、執行率は６１．６５％でありま

した。１節報酬は、防災会議開催時の委員７人分の報酬であります。３節職員手当等の支出

済額３４万５,０６７円は、災害警戒待機等における職員の時間外勤務手当でございます。

８節報償費の支出済額１万４千円は、防災に関する説明会講師出会謝金及び災害危険個所点

検時の出席謝金であります。９節旅費のうち総務課所管に係る予算は２万円でございまして、

支出済額は防災会議開催時の委員への費用弁償２,８００円でございます。１１節需用費の

うち、総務課に係る予算は５０７万９千円で、支出額は４２５万６,４６０円であり、防災

行政無線の屋外拡声子局用のアンテナと電源ユニットの修理のほか、中継局の監視制御装置

の修理等の修繕料が主なものでございます。１２節役務費の支出済額１１万１,１５１円は、

県防災行政無線再整備に係ります衛星携帯電話使用料や施設損害保険料などが主なものであ

り、１３節委託料の支出済額９２万４千円は、防災行政無線保守業務に係る費用でございま

す。１９節負担金補助及び交付金の支出済額２７０万６,５４８円は、決算に関する説明書

に記載してあります県消防・防災ヘリコプター運航連絡協議会ほか１協議会への負担金及び

防災行政無線電波利用料などであり、不用額５９万５,４５２円は、県防災無線再整備事業

の確定による負担金の残が主なものでございます。  

以上で歳出に関する説明は終わりますが、主な事業の成果等につきましては、主要事業説

明の１ページから２ページを御参照いただきたいと思います。 

次は歳入について御説明をいたします。決算に関する説明書は９ページ、事項別明細書は

４ページからになります。なお、歳入につきましては、決算に関する説明書の備考欄を中心

に説明をさせていただきます。まず、第１２款使用料及び手数料１項１目総務使用料１節総

務管理使用料のうち、総務課所管分は庁舎使用料の９１万４,０３７円でございますが、そ

の主なものにつきましては、職員団体事務所分が３９万５，４２５円、金融機関の現金自動

支払機分が１６万３,９３２円などとなっております。 

次に、決算に関する説明書は１１ページ、事項別明細書は６ページになります。決算に関

する説明書の中段にあります、２項１目総務手数料１節総務管理手数料は、地縁団体証明手

数料１０件分の２千円、公文書閲覧等手数料１件の３４０円、り災証明手数料３４件分（訂

正あり）の６，８００円であります。次に、決算に関する説明書は１７ページ、明細書は１

１ページになります。第１４款県支出金３項１目総務費委託金１節総務管理費委託金の市町

村権限移譲交付金６万１千円のうち、総務課所管分は、新たに生じた土地の確認に関する事

務に係る権限移譲交付金２万円であり、これは字の区域変更に係る事務処理費用として交付

されたものでございます。 

次に、決算に関する説明書は１８ページ、明細書は１３ページになります。１５款財産収

入１項２目利子及び配当金で、決算に関する説明備考欄の下から１０行目にあります退職手

当準備基金の基金利子３万６,９２９円でございます。 
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次に、決算に関する説明書は２１ページ、事項別明細書は１６ページになります。説明書

の２１ページ、雑入をごらんいただきたいと思います。第１９款諸収入５項４目雑入２０節

雑入の総務課関係分につきましては、まず、雇用保険料、その２つ下の地図代、さらに１２

行下ほどにあります私用電話料本庁分、さらにその４行下の広報送付謝礼、その３行下の水

道課光熱水費、さらに９行下ほどにあります県政かわら版配布手数料、その下の職員健康診

断大腸がん等検診助成金、その下にあります原子力立地給付金、次に説明書の２４ページの

上から３行目にあります水道課貸与パソコン使用料、その３行下の過年度分職員手当等返納

分、その５行下の広報あくね広告料、その下のホームページ広告料、その３行下の後期高齢

者医療広域連合職員給与費等負担金、さらに，その３行下ほどにあります消防操法大会練習

時水道使用料、その６行下の庁舎案内板広告料、その３つ下にあります鹿児島県市町村厚生

会残余財産按分金の合計１６項目の雑入でございます。このうち、説明書の２２ページの上

から６行目に記載があります過年度分職員手当等返納分５,０４８円につきましては、算定

誤りによりまして過払いしていた時間外手当の返納を受けたものでございます。 

その９行下ほどの後期高齢者医療広域連合職員給与費等負担金１,０３５万７４６円は、

鹿児島県後期高齢者医療広域連合へ派遣している職員等に対し支払いました給与費等につい

て、年度末に精算確定したのち精算金として収納しているものでございます。その１２行ほ

ど下の鹿児島県市町村厚生会残余財産按分金１４５万１９円は、鹿児島県市町村厚生会の解

散に伴いまして、出捐団体に対する残余財産を法人設立の際の出捐金額に応じ按分して受け

たものでございます。 

以上で説明を終わりますが、答弁につきましては、私と担当係長等で答弁させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ここで暫時、休憩いたします。 

 

 （休憩 １１：０６ ～ １１：１８） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。課長の説明が終わりました。これより質疑に入り

ます。 

岩﨑健二委員 

一つだけお聞かせください。２の１の３広報費について、４集落にしたということですが、

このことによって阿久根市内の無線化率と残っている集落の数がありましたら教えてくださ

い。 

内園総務課長 

２５年度末の決算の状況なんですが、本年度５箇所計画しておりまして、２６年度中に終

わった段階であと２箇所が残るということになります。ただし、この２地区のうち１地区に

つきましては、非常に区民が減少してきているということで、小規模の区になってきている

ということで、区自体の運営がかなり厳しいということで、今後も引き続き区としては有線

放送で対応したいということでございます。以上です。 

岩﨑健二委員 

ということは、本日は２５年度決算ですが、２６年度をもって一応完成という取り方でよ

ろしいですかね。 

内園総務課長 
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２地区残っておりますので、１地区だけは特別の事情があると申し上げたとおりですので、

あと１地区から申し入れがあった場合は、それでもって一定の完了ということになろうかと

思います。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、総務課所管の事項について、審査を一時中止します。 

 

○認定第４号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（交通災害共済特別会計） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第４号を議題とし審査に入ります。課長の説明を求めます。 

内園総務課長 

それでは、交通災害共済特別会計について、説明を申し上げますが、その前に先ほど私説

明の中で総務管理手数料の中のり災証明手数料３５件と申し上げましたが、３４件に訂正を

お願いいたします。それでは、交通災害共済特別会計の決算につきまして引き続き説明をさ

せていただきます。決算に関する説明書は２０ページ、事項別明細書は２７ページをお開き

ください。 

第１款１項１目の事業費は、予算現額６３４万円に対して、支出済額は４０２万４，０８

９円であり、執行率は６３.４７％でございました。以下、節ごとの主なものについて御説

明いたします。第１節報酬は、交通災害共済審査委員会委員３人の報酬１回分を予算計上し

ておりましたが、委員会で審査する案件がなかったため、全額不用となったものでございま

す。８節報償費の支出済額３５万９，３５０円は、交通災害共済加入申込書の配布や会費を

取りまとめていただいた区長さんに対する謝金の支払いでございます。９節旅費の支出済額

４万６，３００円は、県下１９市交通災害共済事務連絡会出会に係る職員１名分の旅費でご

ざいます。 

１１節需用費の支出済額１２万７，７９０円は、加入申込の送付用封筒のほか加入申込書

の印刷経費が主なものでございまして、１２節役務費の１５万５,４４９円は、郵便料及び

金融機関の窓口収納手数料でございます。１９節負担金補助及び交付金の３３３万５，２０

０円は、損害３８件、死亡１件、合計で３９件の交通災害共済傷害見舞金３２７万２，２０

０円及び電算システムサポート負担金６万３千円でございます。  

次に、２款１項１目基金積立金は、予算現額５５万４千円に対し、支出済額５５万３，０

７９円でした。これは、すべて２５節積立金で交通災害共済基金に積み立てたものでありま

して、財源は繰越金の４８万１千円と基金利子分７万２，０７９円であり、歳出合計は４５

７万７，１６８円でありました。以上で歳出の説明は終わりますが、主な事業の成果等につ

きましては、主要事業説明の３ページから４ページを御参照いただきたいと思います。 

次に、歳入につきまして御説明いたします。決算に関する説明書は１９ページ、事項別明

細書は２５ページになります。１款共済会費１項１目１節共済会費は、予算現額３８５万７

千円に対し、収入済額は３８８万３,６４０円でありました。内訳といたしましては、７５

歳以上の会費２００円が３,４７５人分で、一般の会費３６５円が８,７３６人でございまし

た。２款財産収入１項１目１節利子及び配当金は、７万２，０７９円でありました。３款繰

入金１項１目１節交通災害共済基金繰入金２００万円は、年度内に高額の交通災害共済傷害

見舞金の支払いが予想されましたことから、基金の取り崩しを行ったものでございますが、
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年度内に申請がなかったため、見舞金の支払いを要さなかったものでございます。４款繰越

金１項１目１節繰越金は、平成２４年度決算により９６万１，４１０円が確定したことによ

り歳入措置したものでございまして、歳入合計は６９１万７，１２９円でございました。 

以上で、交通災害共済特別会計の説明を終わりますが、答弁につきましては、私並びに担

当係長等で答弁させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

ありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第４号について、審査を一時中止します。 

（総務課退室、消防係入室） 

次に、認定第１号を議題とし、総務課消防係所管の事項について審査に入ります。消防参

事の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行に

よる行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

上野消防参事 

引き続きまして、総務課消防係所管分について御説明いたします。初めに平成２５年度に

取り組みました特徴的な３つの事業などにつきまして御説明をさせていただきます。主要事

業の成果説明書１０１ページをごらんください。 

９款１項１目常備消防費１億１，２６６万５千円は、電源立地地域対策交付金を活用して

救助工作車を新規購入し、阿久根地区消防組合へ貸与したものであります。これにより最新

の車両と資機材の活用で、複雑多様化する災害や事故等に迅速かつ安全に対応することがで

き、管内住民の安心・安全の向上につながるものと期待をいたしているところであります。

次に、９款１項２目非常備消防費１，８７２万円は、耐震性貯水槽を３つの地区に４基、新

たに設置したものであります。これは、いずれの箇所も火災発生時のり災危険度が高く、消

火活動が困難とされている区域でありましたが、国庫補助事業を活用し４０立方メートルの

耐震性貯水槽を備えたことで、火災時の延焼防止など地域消防力の強化が図られたところで

あります。なお、この事業は平成２４年度末に措置されました国の緊急経済対策事業を活用

したもので、平成２４年度の繰越事業として実施したものであります。次は、平成２５年４

月１日に当市で初めてとなる阿久根市消防団女性消防隊が発足しております。定数は１０名

としておりますが実員８名での発足となり、初年度は女性消防隊発足の周知に努めるととも

に、住民への心肺蘇生法の普及活動補助に取り組んだほか、広報用チラシまもり隊通信を作

成し、住宅用火災警報器の設置促進や暖房機器等取り扱いの注意喚起など、火災予防の啓発

に努めたところであります。引き続き先進事例などを参考にしながら研さんを重ねておりま

して、今後も各種の活動促進が期待されているところであります。 

特徴的な事業といたしましては以上でございます。それでは、決算内容について歳出から

御説明をさせていただきます。 

決算に関する説明書並びに事項別明細書ともに５５ページをお開きください。５５ページ

であります。第９款１項消防費の予算現額は４億５，９３６万２千円であり、支出済額は４

億４，９１１万６，１１７円で、執行率は９８．８％であります。 

１目常備消防費は、予算現額３億６，５４６万３千円、支出済額３億６，５４３万３，０

９０円で、執行率は９９．９９％となっており、決算に関する説明書の備考欄のとおり、救

助工作車の備品購入費及び阿久根地区消防組合への負担金が主なものであります。 
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次に、２目非常備消防費は、予算現額８,１５５万１千円、支出済額７，５１１万７，５

５１円で、執行率は９３．７％で、決算に関する説明書の備考欄に示しました団員の報酬や

退職報償費のほか、貯水槽設置に係る工事請負費などが主なものであります。 

以下、主な節ごとの支出済額とその内容などについて申し上げます。１節報酬１，１４８

万９，０３１円は、消防団員２１３名分の報酬であります。８節報償費５２１万１，８４３

円は、消防団員１８名分の退職報奨金４６６万５千円と消防操法大会、消防出初式の記念品

など出会謝金等のほか、報償費５４万６，８４３円であります。９節旅費１，７０４万５２

０円は、消防団員の費用弁償１，６８７万８，４００円が主なものであります。１１節需用

費４３２万５，８９３円は、消防団の車両等の修繕料や燃料費、消防団詰所の光熱水費のほ

か、年末警戒時の激励に要した経費などが主なものでございます。事項別明細書は、５６ペ

ージになります。１５節工事請負費１，９３２万９千円は、さきに説明をさせていただきま

した耐震性貯水槽４基分の１，８７２万円と大川分団大川班警鐘台解体撤去及びホース乾燥

柱新設工事の６０万９千円でございます。１８節備品購入費３６０万７７円は、消防団員の

活動服や消防ホースのほか、二又分岐金具など被服寝具類２３４万６，９０２円と平成２５

年度コミュニティ助成事業を活用して購入した防火衣１２５万３，１７５円が主なものであ

ります。１９節負担金補助及び交付金５６５万１，０１７円は、決算に関する説明書の５６

ページの備考欄をごらんください。消防団員の退職報奨金掛金４１０万８，８００円、団員

等公務災害補償等共済基金掛金４８万７，６３９円、消防団員の福祉共済等への補助金とし

て、消防団員互助会に交付した６８万５，５７８円が主なものであります。２８節繰出金４

８２万６千円は、新設消火栓１０基分の設置経費３５０万円と消火栓１４９基分の維持管理

経費として簡易水道特別会計に４４万７千円を、同じく２９３基分は水道事業会計に８７万

９千円支出したものであります。 

次に、３目水防費は、予算現額５０万円、支出済額１７万３，２５０円で執行率は３４．

７％であり、緊急時の備蓄用品として簡易土のうを購入したものであります。次に、４目災

害対策費は、予算現額１，１８４万８千円のうち、総務課消防係が所管する予算は１０８万

３千円でありましたが、支出を要する災害が無かったことから支出はありませんでした。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について申し上げます。決算に関する説明書は１３ページ、

事項別明細書は８ページにそれぞれお戻りをください。第１３款国庫支出金２項８目消防費

国庫補助金は、予算現額１，０４７万２千円、調定額及び収入済額ともに９１７万８千円で

対予算収入率は８７．６％であります。内訳は、４０立方メートル耐震性貯水槽４基分の整

備に係る２分の１の補助金であります。次に、決算に関する説明書は２０ページ、事項別明

細書は１６ページになります。第１９款諸収入５項４目雑入２節団体支出金の調定額及び収

入済額は、ともに２，４３１万６，１１０円であります。このうち消防係所管分は、決算に

関する説明書の備考欄のとおり、消防団員遺族補償年金１９４万３，１００円、消防団員１

８名分の退職報償金４６６万５千円であります。 

決算に関する説明書は２１ページになります。２０節雑入のうち消防係所管分は、備考欄

の下から７行目の原子力立地給付金１７１万２，５２０円のうち５万７千円と、２２ページ

になりますが、この備考欄の中ほどにあります地域防災組織育成助成事業助成金１００万円

であります。 

次は、決算に関する説明書は２４ページ、事項別明細書は１７ページになります。第２０

款１項８目消防債は、予算現額２，９８０万円、調定額及び収入済額ともに２，８４０万円

であります。これは、救助工作車購入に１，８９０万円、また、耐震性貯水槽整備事業に９

５０万円を消防施設整備事業債としてそれぞれ過疎債を充てたものであります。 
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以上で説明を終わりますが、何とぞよろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

参事の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、総務課消防係所管の事項について、審査を一時中止いたします。

（消防係退室、商工観光課入室） 

次に、認定第１号を議題とし、認定第１号中、商工観光課所管の事項について審査に入り

ます。課長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業

の執行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

堂之下商工観光課長 

それでは、商工観光課所管分について、御説明申し上げます。まずは、平成２５年度に新

たに取り組んだ事業について御説明申し上げます。商工業及び観光業の振興を図り、本市の

産業と経済の発展に寄与することを目的として、観光協会、特産品協会、飲食店組合、旅館

組合の４団体が統合し、新たに阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」が設立されました。事

務局を「まちづくり公社」のある建物内に置き、休日も含め観光案内や情報発信を行ってお

ります。当初は商工会議所の事務局長が兼務をしておりましたが、本年３月からは、県の緊

急雇用対策事業を活用しまして、専属の事務局長を配置いたしております。新たな組織であ

りますので、組織の運営につきまして課題はありますが、市としましても支援、協力をしな

がら組織の育成に努め、本市の観光振興、商工業の活性化のために連携を図ってまいりたい

と思っております。 

 また、５月のゴールデンウィークに、駅前通り会、本町通り会、大丸通り会の３通り会

が合同で「阿久根はな＊ＨＡＮＡ＊華まつり」を開催し、前夜祭に千人、当日祭りに約１万

３千人の多くの市民及び観光客でにぎわい、商店街の活性化につながったと考えております。

その後、本町通り会と駅前通り会では、Ｓｈｏｗ－１グルメグランプリにも参加され、たか

えび丼、華のアジめしを販売して、食のまち阿久根のＰＲに貢献してくださったことに感謝

しております。なお、先日の本会議でも御指摘がありましたが、歳出予算の流用が多いとい

うことで監査委員の審査意見書に記載がありました。特に大島公園や道の駅といったお客様

相手の施設において不具合が生じますと緊急に対応する必要があり、流用にて対応せざるを

得なかったということで御理解をお願い申し上げます。 

それでは、歳出予算から御説明申し上げます。決算に関する説明書は４１ページ、事項別

明細書は、３７ページをお開きください。５款２項１目労働諸費の支出済額１，１９８万３，

８００円のうち、商工観光課所管分は、１９節負担金補助及び交付金の出水地区職業訓練協

会負担金３万３，８００円であります。 

次に、決算に関する説明書は４９ページ、事項別明細書は、４６ページをごらんください。

７款１項１目商工総務費は、当初予算額３，４０４万３千円に対して、３２９万４千円を増

額補正し、予算現額は３，７３３万７千円であります。流用の主なものは人件費であり、育

児休業明けの職員１名が８月から配置されたことから、増額となったものであります。支出

済額は３，６５４万９，７５６円で、予算に対する執行率は９７．８９％であります。１節

報酬は、消費生活相談員２名分の報酬であります。２節給料から４節共済費までは商工観光

課職員の人件費であり、課長を含め５名分であります。１１節需用費の支出済額４５万７，

８６２円は阿久根市消費生活センター啓発用パンフレット及び物品購入費の合計３３万８，

１２１円が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金は、県下都市消費生活相談員

連絡協議会負担金３千円、消費生活相談員及び行政担当職員の研修会受講料として３万２千
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円を支出しております。 

次に、２目商工振興費について御説明いたします。当初予算額７，２９３万５千円に対し

まして、補正額２３６万４千円、流用及び予備費からの充用の合計５６万２千円で、予算現

額７，５８６万１千円に対して支出済額７，３３０万２，７２５円であり、執行率は９６．

６３％であります。補正額については、１３節委託料に特産品開発委託業務として８８５万

１千円を増額し、１９節負担金補助及び交付金のうち、利子補給金を実績により６４８万７

千円減額いたしましたので、差し引きして２３６万４千円の補正額となっております。１５

節工事請負費に観光費の１５節から７万２千円、目間流用をしております。これは道の駅阿

久根自動ドア設置工事を当初は１２８万円の予算額に対し、入札の結果、１１５万５千円で

契約を締結し実施しておりましたが、自動ドアにすることによって扉が開いている時間が長

くなり店内の冷気が逃げてしまうことから、冷気の流出を減らすためにエアーカーテンの取

り付け及び入り口の段差補修など、契約の変更を行う必要が生じたことから、不足する７万

２千円を流用し、１４３万７千円で執行したものであります。予備費からの充用につきまし

ては、道の駅阿久根のレストラン業務用冷凍冷蔵庫が使用不能となり、早急に買いかえる必

要があったことから、４９万円を予備費から充用しまして４６万２千円で購入したものであ

ります。 

それでは、主な内容について御説明いたします。８節報償費は、シークィーン阿久根の特

産品ＰＲ時の謝金であります。１１節需用費は、７２万７，２１３円の不用額が出ておりま

すが、消耗品購入について節約に努めた結果であり、主な支出内容としましては、地域活性

化事業として鶴翔高校から購入した花の苗代が３８万７，５００円、その他、関西鹿児島フ

ァンデーや物産展のときの無料配付用の豚味噌、ボンタン漬けなどの購入費用が主なもので

あります。１２節役務費は、道の駅阿久根の保険料のほか、物産展用のれん、はっぴのクリ

ーニング代、広告費用であります。１３節委託料の支出済額１，１２５万４，３８８円につ

いては、決算に関する説明書の備考欄に記載のとおり、特産品看板用地の下刈り作業２万２，

９３５円、阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」開設事業３８２万円、特産品開発業務委託

事業７４１万１，４５３円であります。１４節使用料及び賃借料の１６万円は、看板用土地

の借地料５万円のほか、関西鹿児島ファンデーのブース料、博多駅前で開催された鹿児島物

産展の出展料であります。１５節工事請負費については、先ほど説明いたしましたとおり、

道の駅阿久根の自動ドア設置工事費であります。１８節備品購入費は、道の駅阿久根の業務

用冷凍冷蔵庫の購入費用であります。１９節負担金補助及び交付金は、決算に関する説明書

に記載のとおり、負担金として４件、１５６万１，６００円、補助金として１１件、８５６

万３，２３４円、利子等補給金８２２万９，８００円であります。２１節貸付金４千万円は、

市中小企業振興資金預託金であります。 

次に、３目観光費について御説明いたします。当初予算額４，５３６万９千円に対しまし

て、補正額２，２７１万９千円、流用及び予備費からの充用の合計１４９万４千円で、予算

現額６，９５８万２千円に対して、支出済額６，７５６万４，４２６円であり、執行率は９

７．１％であります。補正額の主なものは、阿久根大島整備工事に係るものであります。１

１節需用費に予備費から１５６万６千円充用しておりますが、阿久根大島の発電機故障のほ

か、大島関係で海開き前に緊急に修理を行う必要があるということで、予備費の充用で対応

したところであります。 

それでは、主な内容について御説明いたします。７節賃金は、大島の塗装作業賃金として

９万６，１００円を支払い、８万９，９００円の不用額であります。８節報償費は、シーク

ィーン阿久根の観光ＰＲ活動出会謝金であります。事項別明細書は、４８ページをお開きく
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ださい。１２節役務費は、新聞・雑誌等の広告料及び各施設の建物損害共済保険料が主なも

のであります。１３節委託料については、決算に関する説明書５０ページにありますとおり、

大島公園管理業務ほか８件の委託料であります。１４節使用料及び賃借料は、脇本及び大川

島海水浴場の駐車場用地借上料が主なものであります。１５節工事請負費は、阿久根大島整

備工事ほか３件であります。阿久根大島整備工事費２，２８６万円については、地域の元気

臨時交付金を財源に充てております。これについては、阿久根大島桟橋から海水浴場までの

間の歩道の落石や倒木を防護するためのフェンスやネットなどの整備工事を行ったものであ

ります。１６節原材料費は、海水浴場駐車場整備用の砂利の購入費用であります。１８節備

品購入費については、阿久根大島海の家のクーラーが故障したため買いかえたもので、その

購入費２９万９，２５０円と脇本海水浴場の放送設備一式の購入費２０万８，１７３円であ

ります。１９節負担金補助及び交付金は、観光かごしま大キャンペーン推進協議会等の負担

金４０万８千円と、阿久根みどこい祭りほか５件の補助金１，２１２万６５２円であります。

新たに設置された阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」には、運営費補助として１７６万７

０１円を補助いたしました。また、阿久根はな＊ＨＡＮＡ＊華まつり事業については初めて

の取り組みであり、大丸町・本町・駅前の３通り会と阿久根市観光連盟が一緒になって取り

組んだもので、事務局である阿久根商工会議所に１６０万４，９５２円の補助を行いました。

阿久根大島航路運行事業については、海開きから８月末までの船の運賃を補助しているもの

ですが、平成２５年度は天候に恵まれ、前年度より３，１９６人増加の１万５，０２５人分

を補助いたしました。 

次に、決算に関する説明書は５１ページ、事項別明細書は４８ページをごらんください。

４目企業立地対策費について御説明いたします。当初予算額５３万１千円に対し、執行済額

１４万９，６９０円で執行率は２８．１９％であります。９節旅費については、大阪市で開

催された鹿児島県企業立地懇話会に２名出席し、そのときの旅費が８万８，４８０円であり

ます。委託料は企業立地が予定されるときの企業調査委託料でありますが、執行はありませ

んでした。１９節負担金は、鹿児島県企業誘致推進協議会の負担金４万７，２００円であり

ます。 

以上で歳出の説明を終わり、歳入について御説明いたします。決算に関する説明書は１０

ページ、事項別明細書は５ページをお開きください。１２款使用料及び手数料１項使用料５

目商工使用料１節商工使用料については、市有温泉使用料１０万８００円、大島渡船場施設

使用料４０万１，９１７円、電柱用土地使用料２，２００円であります。次に、決算に関す

る説明書は１６ページ、事項別明細書は１０ページをごらんください。１４款２項４目労働

費県補助金３節鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金は、当初予算額２，６７

８万４千円でありましたが、４月の臨時議会で２，０４５万９千円増額補正をしております。

その後、３月議会で農業振興地域整備計画策定業務の不用分３２万６千円を減額しておりま

すので、予算現額は４，６９１万７千円となっております。収入済額は４，０２５万９，３

１２円で、予算に対する収入率は８５．８％であります。平成２５年度は、当課の阿久根ま

ちの駅開設事業をはじめ、健康増進課の介護保険計画に係る高齢者日常生活調査事業など、

１０事業にこの基金事業を活用しておりますが、実績額により確定した額が調定額及び収入

済額となっているものであります。次に、６目１節商工費県補助金２４１万２，８８３円の

収入済額は、鹿児島県消費者行政活性化事業補助金であります。次に、決算に関する説明書

は１８ページ、事項別明細書は１２ページをごらんください。１４款３項６目１節商工費委

託金は市町村権限移譲交付金で、計量法による事務委託金９万７千円と自然公園法に基づく

事務委託金２万円の計１１万７千円であります。次に、決算に関する説明書は２０ページ、
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事項別明細書は１５ページをごらんください。１９款諸収入３項貸付金元利収入３目１節商

工費貸付金元利収入は、市中小企業振興資金預託金の元金で４千万円であります。 

次に、事項別明細書は１６ページになります。５項雑入２目弁償金１節弁償金の１万７，

４３０円は、東京で開催されたアグリフードショーに市の観光ＰＲキャラクター阿っくんを

参加させるため宅配便で送ったところ、赤いインクがついてしまったため、宅配業者からク

リーニング代金を弁償金としていただいたものであります。次に、４目雑入でありますが、

収入未済額１８３万５，８４５円のうち、５３万３，１０６円が当課の分であり、平成１１

年度の国民宿舎使用料であります。平成２５年度中に１万円の納入があったところでありま

す。雑入のうち当課の所管分は、雇用保険料として消費生活相談員２名分、１万６，２７４

円、備考欄の中ほどから少し下にありますが、大島渡船場光熱水費１７万２，９４７円、原

子力立地給付金１万８千円、決算に関する説明書は２２ページ、備考欄上から４行目、旧国

民宿舎使用料１万円、下から２行目の脇本海水浴場電気料５万８，６９１円であります。 

以上で説明を終わりますが、答弁につきましては、私及び課長補佐から答弁させていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 ［複数人発言する者あり］ 

質疑がありますので、午前中の審査を中止し、休憩いたします。午後は１時から再開しま

す。 

 

 （休憩 １２：０２ ～ １３：００） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。質疑を行います。 

牟田学委員 

決算に関する説明書の４９ページ、７款商工費２項商工振興費の１３節委託料でですね、

特産品開発業務委託事業７４１万１，４５３円で、この主要事業の成果説明書の７７ページ

で、委託先阿久根旬の店いきいき館がありますけども、ほかにですね、あとどこどこ委託を

しているのか、わかれば教えてください。 

堂之下商工観光課長 

これは、委託先は、いきいき館１箇所でございます。 

 ［牟田学委員「了解」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はございませんか。 

濵﨑國治委員 

今の質問に関連してですけども、この商工振興費の特産品開発業務委託事業のですね、私

は今、成果説明書を見てるんですが、事業実施状況について、この事業は緊急雇用創出事業

ということでそれを活用したということで、雇用拡大を図ったとしてあるんですが、事業の

成果等の中に、まずこれが初めに雇用がこういう状況で拡大したんですよという、成果に記

載されるべきじゃないかなという思いがするんですが、その辺についていかがでしょうか。 

堂之下商工観光課長 

申しわけございません。濵﨑委員がおっしゃるとおりだと思います。記載漏れであります。

これにつきましては、対象となりました雇用人数は４名でございます。そのうち、新規雇用
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が延べ３名ということで実施をしております。 

 ［濵﨑國治委員「了解」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はございませんか。 

出口徹裕委員 

成果説明書の５０ページの下と、それから５１ページの７款１項３目の補助金に関すると

ころなんですが、 

 ［発言するものあり］ 

５０ページです。成果説明、決算に関する説明書、すみません。その中で補助金にかかわ

るところで、補助金でまちの駅の分と、みどこい祭り、はな＊ＨＡＮＡ＊華祭り分の補助金

が端数なんですけれども、これはどういった補助の出し方をしていたのか確認をしたいので

すけど。 

堂之下商工観光課長 

この補助金につきましては、いずれもまちの駅につきましては、運営補助でございます。

３月の実績をもとに補助対象額に対して補助金の支出をしております。みどこい祭りにつき

ましては、運営補助でございまして、これも実績に基づいての補助金でございます。祭りに

かかった経費を査定しまして、この金額ということでございます。はな＊ＨＡＮＡ＊華祭り

についても同様、実績に応じましてその金額で補助金を支出しております。 

出口徹裕委員 

みどこい祭りとはな＊ＨＡＮＡ＊華祭りは、実績に基づいてということなんですが、これ

全額出しているわけではないですよね。どういった考え、上限があったのかなかったのか。

もしくは何パーセントということだったのか。 

松﨑課長補佐 

阿久根はな＊ＨＡＮＡ＊華祭りにつきましては、事業費の２分の１ということで、限度額

を１５０万としてありました、当初予算で。それから、のぼりについて新しく作成をすると

いうことで３０万計上してありまして、その中で実績に基づいて出た金額が１６０万４，９

５２円となっております。以上です。 

出口徹裕委員 

みどこい祭りついては。 

堂之下商工観光課長 

１００％補助でございまして、実績のとおりでございます。 

 ［出口徹裕委員「了解です」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はございませんか。 

竹原恵美委員 

説明書の４９ページ、５０ページなんですけども、まず、４９ページ、７款１項２目であ

くねまちの駅開設が出てきます。それで、５０ページになると７款１項３目の中で、あくね

まちの駅の運営費というふうに説明があったんですけども、すみません、この関係性を教え

ていただきたいんです。まちの駅というのは、観光協会、特産品、旅館、飲食が統合した委

員であると、それの事務所を阿久根商工会議所に委託した、そして開設した、そして②以降

のナビゲーション設置、周遊ツアーの企画など作業をしてあるんですけども、阿久根市は完

全にこのまちの駅、まちの駅という集合体の運営を全部補助で運営していくのか、お金を出

して運営自体を全部任せるのか、それとも、それぞれの仕事自体は観光課が管理しているの
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か、ちょっとお金の動きと責任の所在を教えてください。 

堂之下商工観光課長 

この観光連盟、まちの駅でございますけども、これについては、それぞれの会員の方々の

会費を集めております。ただ、事務局の職員の人件費について捻出ができないということで、

この商工振興費の委託費にありますまちの駅開設事業、これは緊急雇用事業を使いまして事

務職員の人件費に充てたものでございます。そして、３目観光費の１９節補助金で出してお

ります、あくねまちの駅については、一応、運営補助という形で一部阿久根市のほうから連

盟のほうに、まちの駅のほうに補助金として支出をしたということでございます。これから

もそういった形で、できるだけ今後は、観光連盟自体がいろんな事業をやって一人立ちでき

るように支援をしていきたいと思っておりますが、当分の間はこういった形で補助金だった

りとかいうものを活用しながら支援をしていきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

竹原恵美委員 

運営補助なんですけど、開設はして、人は、人件費は、のるように動いた、補助の内容な

んですけど、どのような内容で運営費を出していますか。 

堂之下商工観光課長 

申しわけございません。この運営補助についても人件費の、事務局の人件費の補助という

形で出しております。 

竹原恵美委員 

一人立ちしてほしい、これからはというところで、スタートを切ったようなんですけど、

そのときに事業成果の内容で要望している、活動として設定しているお店の紹介、イベント

情報発信、観光ツアー、物産宣伝の積極的取り組みていうのは、そのまま残って自立した運

営をしていただきたいという考えで今動いているんでしょうか。 

堂之下商工観光課長 

そういうことでございます。そしてまた、いろいろな今後は、阿久根市としてもいろいろ

な委託事業をお願いして、その中で自立していただければというふうに考えております。 

 ［竹原恵美委員「わかりました」と発言］ 

竹原恵美委員 

今の終わって、前にあくね旬の店いきいき館が請け負った委託事業なんですけども、成果

の内容は文章的にはわかりますが、実態としてどのような成果が、実質内容を教えてくださ

い。そして、市民にどれだけバックできる、また、阿久根の観光に対してどれだけの成果を

上げているというふうに説明いただきたいです。 

堂之下商工観光課長 

地域農産物を活用した新商品の開発ということで取り組んでいただいたところでございま

す。黒砂糖であったり、梅干し、ソバといったものをつくられております。地元の農産物を

使った特産品開発ということで、いろんな試作品をたくさんつくっていただいています。中

でも糖蜜とさつまいもをブレンドした酵素の試作品とかというものをつくっておられます。

できた商品については、２５年度においては、試作品とか試供品という形で提供されており

まして、この事業を使って販売をされたという実績はないんですけども、今後はこれらの販

売を目的として事業拡大を図っていくということで聞いております。 

竹原恵美委員 

今の事業、今回は管理をするものなんですけど、これから、今こんだけ７４１万２千円動

いてますが、これは成果は、そのお店のものなのか、それとも、市としてこれだけの成果を
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シェアして次に延ばすために使う、延ばすためには今までのおつきあいが続くのか、先があ

るのか、成果品としてすべて引き受けてそれを広げていく、そのための今回の開発なのか、

どういう目的になりますか。 

堂之下商工観光課長 

今回の事業につきましては、緊急雇用創出事業でございますので、一番の目的は雇用の拡

大ということでございます。それで、農産物の特産品開発に取り組むということで、先ほど

も申し上げましたとおり新規の雇用を３名、していただいたということで、そしてまたそれ

を今後も継続していただくということで、実績はあったというふうに考えております。 

竹原恵美委員 

私が聴きたいのは、これだけの事業内容、目的として成果が上がったというふうにしてい

るわけだから、人件費を使うのは一つの目的、（聴取不能）目的かもしれないけれども、事

業を起こして消費したのであれば、それだけの成果を次に成果、だから、研究開発なわけだ

から、それが次のまた膨らみをもった対処をしなければならないわけですが、そこについて

はどのような考えですかとお尋ねします。これで研究は終わりなのか、研究開発として終わ

って、人を雇ったから完了ていうものなのか、これだけの成果を受け取った、新商品を開発

した、これはもともと阿久根市のものなのか、それとも開発者のものなのか、阿久根市のも

のであれば、これを次にどうつなげていくのか。 

堂之下商工観光課長 

この商品開発につきましては、委託先のものだというふうに考えております。今の御質問

ではそういうことだと思いますが、委託をして商品開発に取り組んでいただきました。今後

はそれをもとに事業拡大をしていただければ、それがひいては阿久根市の産業振興につなが

っていくんだというふうに考えております。 

竹原恵美委員 

この事業内容、目的をつくって人を雇ってもらって事業をするわけですけれども、それ自

体はそのお店のものであって、阿久根市がかかわってこの事業を起こしたわけですが、それ

のバック、そのもの自体は、市民には還る、または、ほかの商工業者には還るものではない

という内容ですね。全体の観光の話ではなくて、今、成果はほかの業者なり、その産業自体

にバックするものはない、成果は公表されてこれから使われていくものではなく、そのお店

の所有、成果であるという、そういうふうに。 

堂之下商工観光課長 

阿久根でできる農産物を使った加工品ということでございますので、阿久根市の農業振興

にもつながっていくんだと思いますし、またそれが事業拡大されることで阿久根市全体の商

工業の拡大につながっていくんだというふうに考えております。 

竹原恵美委員 

今回の成果を使うのはそのお店だけであって、この成果をほかの方に阿久根市が所有とし

て紹介をするというようにはならないということですね。この成果物、ほかの同業者なりに

広げていくチャンスは阿久根市がつくるということではない、この成果を利用して流用して

いくことは阿久根市はないということですか。 

堂之下商工観光課長 

はい、そのことについては、私たちのほうでは考えておりません。 

 ［竹原恵美委員「わかりました」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 
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 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、商工観光課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（商工観光課退室、企画調整課入室） 

次に、認定第１号中、企画調整課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求め

ますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等

について簡潔明瞭にお願いします。 

山元企画調整課長 

それでは、企画調整課所管分について御説明いたします。 

なお、歳入歳出決算事項別明細書については、事項別明細書と決算に関する説明書につい

ては説明書と表現させていただきますので、あらかじめ御了承をお願いいたします。 

はじめに、平成２５年度において企画調整課で取り組んだ事業の中で、主なものを御説明

いたします。 

定住促進と地域の活性化を目的として平成２４年度から実施しております定住促進対策木

造住宅建築補助事業や移住定住促進補助事業については、平成２５年度においては、定住促

進対策木造住宅建築補助事業では、補助件数４２件、補助金額は９２７万９千円であり、移

住定住促進補助金は、補助件数２３件、補助金額は６００万円であります。件数、補助金額

ともに、前年度を上回る実績となっており、移住定住促進補助金を活用して３１人が新たに

定住されるなど、定住促進と地域経済の活性化に一定の効果があったものと考えております。

阿久根市うみ・まち・にぎわい再生整備基本計画策定業務については、平成２４年度に事業

着手し、平成２５年度に事業を繰り越し、本市の中心市街地におけるこれからのまちづくり

の指針として、阿久根駅周辺、旧港周辺及び市民会館周辺をエリアとする再生整備基本計画

として策定したところです。また、平成２６年度から平成３０年度までの整備計画として、

市民交流センターや市立図書館の建設、道路整備等を盛り込んだ都市再生整備計画を策定し

たところであり、今後、国の社会資本整備総合交付金をはじめとする有利な財源や事業を活

用することにより、財政規律を堅持しつつ、地域のにぎわい創出と活性化に資する事業の計

画的な実施を目指してまいりたいと考えております。 

阿久根市地域づくり活動支援事業については、地域が抱える課題の解決及び地域コミュニ

ティの活性化を図るため、地域づくりのための施設整備や活動を行う区を支援する目的で、

平成２５年度から新たに実施しており、初年度においては、補助件数３４件、補助金額３６

１万３千円の実績となりました。自主的に地域の活性化に取り組む区を支援することにより、

それぞれの区の現状に応じた多様な地域づくりに活用されており、今後も制度の利用促進に

努めてまいりたいと考えております。 

乗合タクシー運行事業については、これまで、大川地区、落・枦・馬見塚地区、尾崎・弓

木野地区、米次地区、脇本北部・東部・西部地区、多田・桑原城地区で運行を行ってまいり

ましたが、平成２５年度においては、落・枦・馬見塚地区において、佐潟・遠見ケ岡・倉津

地区を経由して市街地まで運行を拡充しました。全体では、延べ運行回数１，３００回、延

べ利用者数２，３５９人で、対前年度比で延べ運行回数が４２．８％の増、延べ利用者数が

５６．４％の増となっている状況です。今後も市民の皆様の声を聞きながら、利用しやすい

乗合タクシーの運行に努めてまいりたいと考えております。 

次に、平成２６年度に繰り越した事業について御説明いたします。 

にぎわい交流ステーション事業については、平成２４年度から事業を実施してきておりま

すが、このうち１３節委託料１，２３９万６千円、１５節工事請負費６，３９６万５千円、

合計７，６３６万１千円を翌年度へ事故繰越ししたところです。なお、本事業については、
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４月２８日に駅舎の改修工事が完了し、５月３日に「にぎわい交流館阿久根駅」が開館し、

残る事業についても５月２０日までに完了したところでございます。 

それでは、決算内容について御説明申し上げます。はじめに歳出について御説明いたしま

す。事項別明細書の２１ページ、説明書は２７ページをお開きください。 

第２款１項８目企画費でありますが、当初予算６，３５３万７千円に対し、肥薩おれんじ

鉄道にぎわい交流ステーション事業に係る費用８，９０７万１千円を含む９，０５８万３千

円を増額補正し、予備費から同じく肥薩おれんじ鉄道にぎわい交流ステーション事業に係る

費用３０４万４千円を充用し、明許繰越費１億１，２４０万３千円を含めた予算現額は、２

億６，９５６万７千円であります。支出済額は１億８，７１９万４，５００円、翌年度繰越

額７，６３６万１千円で執行率は６９．４％であります。 

予備費からの充用につきましては、肥薩おれんじ鉄道にぎわい交流ステーション事業にお

いて、駅舎改修工事に着手する前に敷地内に埋設された幹線ケーブルを早急に移設する必要

が生じたため、肥薩おれんじ鉄道が行う通信設備の支障移転工事に係る負担金として、１９

節負担金補助及び交付金に３０４万４千円を充用したものでございます。 

以下、主な内容を御説明いたします。１節報酬は総合開発審議会委員報酬でありますが、

審議する案件がなく、審議会を開催しなかったことから全額不用となったものであります。

７節賃金４，９３０円は、男女共同参画啓発事業時の託児用務保育士の賃金であります。８

節報償費は、アクネ大使年間謝礼品代９万５，７８４円、華の５０歳組歓迎レセプション時

の演奏謝礼３万円、男女共同参画推進懇話会委員謝金７万８千円、男女共同参画啓発事業時

アトラクション謝礼３万円、前年度からの越繰越事業である「うみ・まち・にぎわい」再生

整備基本計画策定委員会委員謝金６万８千円などが主なものであります。不用額の主なもの

は、「うみ・まち・にぎわい」再生整備基本計画策定員会委員謝金の執行残３万５千円が明

許繰越費不用額となったほか、男女共同参画事業等における講師謝金の執行残などでありま

す。９節旅費は、企画一般事務として４２万６，０１０円、アクネ大使関係として２１万９

２０円、定住促進対策事業として２８万８，５２０円、広報・調査等交付金事業として２０

万３，２８０円、前年度からの繰越事業である肥薩おれんじ鉄道にぎわい交流ステーション

事業関係として３６万４０円などであります。また、不用額の主なものは、旅費の経費節減

や電源地域振興センター研修事業の研修参加者が少なかったことなどによるものであります。 

１１節需用費は官庁速報３１万５千円、華の５０歳組歓迎レセプション食糧費７１万１１

５円、同じく華の５０歳組ゼッケン代等１７万５，６３７円が主なものであります。また、

不用額については、にぎわい交流ステーションオープン記念事業及び肥薩おれんじ鉄道開業

１０周年記念事業が未実施となったことによる消耗品等の未執行分や、広報・調査等交付金

関係経費の執行残が主なものであります。１２節役務費は、あくね大使への広報誌や謝礼品

の送料４万１，６９９円のほか郵便・電話料などが主なものであり、不用額については市民

へのまちづくりアンケートに係る郵便料の執行残などが主なものであります。１３節委託料

は、広報・調査等交付金事業に係るサーベイメーター校正業務１７万７，２４０円と原子力

広報用パンフレット作成業務６６万９，４３８円、にぎわい交流ステーション事業に係る阿

久根駅広報資材作成業務１９６万８，７５０円、前年度からの越繰越事業である「うみ・ま

ち・にぎわい」再生整備基本計画策定業務経費９４２万４千円、同じく繰越事業である、に

ぎわい交流ステーション事業に係る実施設計業務経費４７２万２千円が主なものであります。 

翌年度繰越額は、にぎわい交流ステーション事業に係るデザイン業務６８６万１千円及び

駅舎改修監理業務経費５５３万５千円であります。また不用額については、「うみ・まち・

にぎわい」再生整備基本計画策定業務経費の執行残２３万６千円が明許繰越費不用額となっ
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たほか、にぎわい交流ステーションオープン記念事業及び肥薩おれんじ鉄道開業１０周年記

念事業が未実施となったことによる、会場設営業務経費の未執行分や肥薩おれんじ鉄道柑橘

類樹木管理業務経費の執行残などが主なものであります。１４節使用料及び賃借料は、アク

ネ大使関東部会開催時の会場使用料であり、不用額の主なものは、男女共同参画啓発事業の

会場使用料が市民会館での開催により不用となったことによるものであります。次に、事項

別明細書の２２ページ、説明書の２８ページをお開きください。１５節工事請負費は、折口

駅公衆トイレ新築工事６９７万２千円、にぎわい交流ステーション事業に係る駅連絡通路整

備工事３５０万円、駅舎外構工事４６０万円、駅舎改修としてにぎわい交流ステーション整

備１億１，３４０万円であります。このうち、前年度からの繰越事業は、駅連絡通路整備工

事の３５０万円及び、にぎわい交流ステーション整備の一部８，９７２万２千円であります。 

翌年度繰越額は、駅舎改修工事５，４５６万６千円及び駅舎外構工事９３９万９千円であ

ります。また、不用額については、折口駅公衆トイレ新築工事の執行残であります。１８節

備品購入費は、広報・調査等交付金事業に係る小型乗用自動車１台１８８万２，９０５円、

及びプロジェクター及びスクリーン１式１７万９，４２４円、にぎわい交流ステーション事

業に係る販売台及びのれん一式２２４万７００円を購入したものであります。１９節負担金

補助及び交付金は、出水地域開発促進協議会負担金１６万６，８００円、北薩摩振興推進協

議会負担金２７万７千円、北薩広域行政事務組合負担金２２１万９千円、黒之瀬戸大橋開通

４０周年記念事業協議会負担金３５万３，５１５円、先ほど御説明申し上げました予備費か

らの充用による、にぎわい交流ステーション事業に係る通信設備支障移転工事負担金２８９

万８，４００円など、説明書の説明欄のとおりの内訳であります。 

また、補助金については、乗合タクシー運行事業１９８万９，３００円、移住定住促進補

助事業６００万円、定住促進木造住宅建築補助事業９２７万９千円、地域づくり活動支援事

業３６１万３千円、区合併支援事業４５万４，５００円、前年度からの繰越事業である肥薩

おれんじ鉄道施設緊急安全対策事業５８万５，７３５円などであります。不用額については、

肥薩おれんじ鉄道施設緊急安全対策事業の執行残２万２６５円が明許繰越費不用額となった

ほか、定住促進木造住宅建築補助事業や乗合タクシー運行事業の執行残などが主なものであ

ります。 

２５節積立金は、ふるさと創生基金利子分２５万７，１１２円、人材育成基金利子分  

１０万５，３２８円、地域振興基金利子分２万６，１００円をそれぞれの基金に積み立て、

さらに、場外車券場設置市地元協力金３５５万４，８２８円、あくね応援寄附金４８万円、

かごしま応援寄附金１９万１，４３１円を地域振興基金に積み立てたものであります。 

次に、事項別明細書の２７ページ、説明書の３２ページをお開きください。２款５項１目 

統計調査総務費でありますが、予算現額８５３万１千円、支出済額８４６万２，８４０円で、

執行率９９．２％であります。２節給料、３節職員手当等、４節共済費の主なものは、担当

職員１名分の人件費に係る経費であり、総務課の所管分であります。７節賃金は、統計調査

事務補助のための臨時職員１名の９月から１２月までの賃金であります。１３節委託料は、

市民所得推計事務に係る委託料であります。次に、同項２目基幹統計調査費でありますが、

予算現額４５６万１千円、支出済額３５９万４５６円で執行率７８．７％であります。１節

報酬は、工業統計調査や住宅・土地統計調査、漁業センサス等に係る調査員及び指導員の報

酬であり、不用額は、それぞれの調査実績に基づく執行残であります。事項別明細書は２８

ページをお開きください。１１節需用費は、住宅・土地統計調査及び漁業センサスに係る消

耗品がその主なものであります。 

次に、事項別明細書の３７ページ、説明書の４１ページをお開きください。第５款２項２
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目働く女性の家管理費でありますが、予算現額４０８万８千円、支出済額３７８万６，７５

３円で執行率９２．６％であります。働く女性の家においては、平成２５年度中に１６講座、

延べ７７回の講座を開催いたしました。受講者は５０歳から６０歳代が中心でありますが、

講座内容により４０歳代以下の方々の受講も見受けられるところであり、今後も利用の動向

等を把握しながら、積極的な活用が図られるよう努めてまいりたいと考えております。 

それでは、決算の説明をいたします。事項別明細書は３８ページをお開きください。 

１節報酬は、働く女性の家指導員１名分の報酬１６８万１，２００円と時間外勤務手当３

万１，３２０円の合計額１７１万２，５２０円及び働く女性の家運営委員会委員報酬４万１，

４００円であります。４節共済費は指導員の社会保険料であり、７節賃金は講座開催時の託

児業務保育士に係る賃金であります。８節報償費は、年度中に開催した１６講座分の講師謝

金であります。１１節需用費は、働く女性の家軽運動室の高所照明器具ランプ取りかえなど

の修繕料５万６，１７５円が主なものであります。１３節委託料は、働く女性の家の夜間及

び土曜日の管理業務に係る委託料であります。１４節使用料及び賃借料は、働く女性の家ト

イレ衛生器具の使用料であります。１８節備品購入費は、会議室における講師用テーブル、

調理実習室の電動チョッパー、及び事務所のＦＡＸ付電話器の購入費であります。 

以上で主な歳出についての説明を終わり、次に、歳入について御説明いたします。事項別

明細書６ページ、説明書１１ページにお戻りください。第１２款１項８目労働使用料１節労

働使用料の収入済額８０万５，３４０円は、働く女性の家の施設使用料で、延べ利用者数は

９，８７９人であります。次に、事項別明細書７ページ、説明書１３ページをお開きくださ

い。第１３款２項１目総務費国庫補助金１節総務費補助金の収入済額７億８５８万円のうち、

企画調整課所管分は説明書の備考欄に記載してありますが、過疎地域等自立活性化推進交付

金４５０万円であり、折多校区における過疎集落等自立再生対策事業に充当いたしました。

次に、事項別明細書１０ページ、説明書１５ページをお開きください。第１４款２項1目総

務費県補助金１節総務管理費補助金の収入済額１億５，９７５万２，７７２円のうち企画調

整課所管分は、説明書の備考欄に記載してあります電源立地地域対策交付金７，８６０万３

５２円、広報・調査等交付金３３２万９，９８９円、前年度からの繰越分として鹿児島県地

域振興推進事業費７千万円が主なものであります。このうち、電源立地地域対策交付金は、

救助工作車及び消防資機材購入に３，９２０万円、林道阿久根中央線舗装・維持修繕工事に

６９０万円、大川中学校のグラウンド排水工事及び渡り廊下改修工事に５００万円、折口駅

公衆トイレ新築工事に６５０万円、Ｂ＆Ｇプール改修工事に係る積立金に２，１００万円を

充当しております。また、鹿児島県地域振興推進事業費補助金は、にぎわい交流ステーショ

ン事業に充当しております。 

次に、事項別明細書１２ページ、説明書１７ページをお開きください。３項１目総務費委

託金５節統計調査費委託金の収入済額３５７万８，９１８円は、住宅・土地統計調査費２７

８万３，７６８円、漁業センサス費６３万４，３５９円、工業統計調査費１３万４，１０８

円などであります。次に、事項別明細書１３ページ、説明書１８ページをお開きください。

第１５款１項２目利子及び配当金１節利子及び配当金の収入済額１，４５７万７，０１２円

のうち、企画調整課所管分は説明書備考欄に記載のふるさと創生基金２５万７，１１２円、

人材育成基金１０万５，３２８円。説明書は１９ページをお開きいただき、地域振興基金２

万６，１００円であります。次に、事項別明細書は１４ページをお開きください。第１６款

１項１目一般寄附金１節一般寄附金は説明欄に記載のとおり、日本澱粉工業株式会社ほか１

団体、個人１名から合計５１５万円、ふるさと納税のあくね応援寄附金分として１４名の方

から合計４８万円の寄附をいただいたものであります。 
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第１７款１項１０目地域振興基金繰入金は、サテライト阿久根協力金積立分を、折多地区

の地域産業振興農産物加工室整備事業に充当するため取り崩しを行なったものであります。

次に、事項別明細書１６ページ、説明書は２２ページをお開きください。第１９款諸収入５

項４目雑入２０節雑入のうち、企画調整課所管分について御説明いたします。説明書の２２

ページの上から１５行目、場外車券売場設置市地元協力金３５５万４，８２８円は、サテラ

イト阿久根の場外車券の売り上げの０．３５％を地元協力金として納めていただいたもので

あります。２０行目、コミュニティセンター助成事業助成金は、波留区コミュニティセンタ

ー助成事業に充当しております。２７行目、乗合タクシー事業国庫補助金事業者精算返納金

過年度分は、乗合タクシー運行事業者対し交付された前年度の運行実績に対する国庫補助金

について、市から交付している乗合タクシー運行事業補助金と重複することから、同額を返

納していただいたものであります。次に、説明書は２３ページをお開きください。第２０款

１項１目総務債２節企画債のうち、定住促進対策事業債１，１４０万円は、移住定住促進補

助事業と定住促進木造住宅建築補助事業に、集落活性化対策事業債４００万円は、地域づく

り活動支援事業及び区合併支援事業に、前年度からの繰越し分である阿久根市都市再生整備

事業債９４０万円は、阿久根市「うみ・まち・にぎわい」再生整備基本計画策定業務にそれ

ぞれ財源充当したものであり、過疎債のソフト事業分を活用したものであります。また、前

年度からの繰越分であるにぎわい交流ステーション事業債２，３６０万円は、にぎわい交流

ステーション事業に財源充当したものであります。 

以上で、企画調整課所管の事項についての説明を終わりますが、よろしくお願いいたしま

す。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

中面幸人委員 

主要事業の成果説明書では７ページになります。２款１項８目乗合タクシー運行事業につ

いてお聞きいたします。まずはじめにですね、事業実施状況の中で運行回数１，３００回、

利用人数が２，３５９人というふうになっておりますけどですね、これは、同じ方が年何回

か使っているそういう累計であろうかと思うんですが、実際、実際ですね、同じ人、何てい

うのかな、実際、２，３５９人の累計のうち、何回か使ってらっしゃると思うんですけど同

じ人がですよ、実際何人なのか、実際利用されてるのは、何人なのかわかりますか。 

山元企画調整課長 

ここにございます利用人員につきましては、延べの利用者数ということで毎月の利用者数

を集計したものなんですけど、おっしゃるとおり同じ方が何回も利用している実態はあるん

ですけども、何名の方が利用しているかということについては把握をしていない状況でござ

います。 

中面幸人委員 

今阿久根の高齢化率も３６％を上回っているところでございますけども、単純に、仮に、

６５歳以上が計算すれば約８千人ぐらいいる。その中で例えば、言わば、車の運転ができな

い、そういう交通弱者の人が、仮に半分といっても４千人ぐらい、仮にですよ、仮にいると

した場合にですね、実際ですね、今やはり、市民全体がですよ、公平、公正にですね、平等

にするためにはですね、そういうことも把握しなければならないというふうに思っているん

です。例えば、今この乗合タクシーでできないところをことしからグループタクシーを運行

されましたけどもですね、そういう言わば交通弱者ですね、どうしても病院にも自分で行け

ないという人ですね、そういう人は実際把握されているんでしょうか。そうしないと、ただ、
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利用された方だけが、こうなんですよという実績はですね、公平、平等性がですね、保たれ

ないと思うんですが、その辺のところの実際市内何人の方が足がないというのを把握されて

いらっしゃいますか。 

山元企画調整課長 

実際に足のない方がどれくらいいらっしゃるかということについては、申しわけございま

せん、把握しておりません。今のところ乗合タクシーにつきましては、まずは幹線を走って

おりますバスがない地域の方々に対して、まずは公共交通として交通機関を確保しようとい

うことで、乗合タクシーを運行したところでございます。それでもなおカバーしきれない

方々いらっしゃるということで、今回グループタクシーを導入したところでございますけど

も、市内全体で幾ら交通弱者がいらっしゃるかということについては、把握をしていないと

ころでございます。 

中面幸人委員 

やはり、自分たちもですね、自分たちの地域でも、乗合タクシーが運行されている、また

はグループタクシーを運行されているところも把握はしているんですけどもですね、でもま

だ、そういうふうに不公平をですね、感じている方がいっぱいいらっしゃるんですよね、だ

から、そういう点でもですね、ある程度やっぱり、利用される方の実績じゃなくて、例えば、

実際、本当、市内にそういう交通弱者が幾らぐらいいらっしゃるのか、そういう中で、例え

ば、今この実績がですね、実績を見て、今全体的にこの事業をですね、効果がどれくらいあ

るというのも把握できるんじゃないかと思うんですよね、この辺あたりも今後は調査すべき

だというふうに私は思うんですけどどうでしょうか。 

山元企画調整課長 

今後は、グループタクシーの事業も２６年度から実施しているところなんですけども、そ

ういう地域の交通弱者の方の実態の把握というものに努めながら、事業を進めてまいりたい

というふうに考えております。 

中面幸人委員 

最後になりますけれども、やはりですね、私たちも市民の人たちにですね、こういうふう

に乗合タクシーも運行されてます、また、グループタクシーも２６年度から始まりましたよ

と言うんですけども、でも、やはり、自分たちのところはそういう適用がないとかいうとこ

ろもいらっしゃるんですよね、そうしたときにですよ、今後ですね、その人たちにですね、

説明するためにですよ、今二つの事業が実施されておりますけども、それがうまく当てはま

らない人に対してですね、説明するのにですね、今後どういう展開していくのか、今後こう

いうふうになりますから、もう少し待ってくださいよというふうに説明を必要じゃないかと

思うんですよ、今後、乗合タクシーについても、グループタクシーについても、今後どうい

う展開をされていくのかというのをお聞きしたいのですが。 

山元企画調整課長 

まずは、グループタクシーにつきましては、まだ私どものほうもこれから制度の周知とい

うものに努めながら、なるべく御利用していただける方々については多くの方に利用してい

ただけるように努めてまいりたいというふうに考えております。乗合タクシーにつきまして

は、現在のところ、一つは田代地区のところの問題があるんですけど、ここにつきましては、

今後またどういった運行形態が可能なのか、調査・研究しながら進めてまいりたいというふ

うに考えているところでございます。 

 ［中面幸人委員「あともう１件」と発言］ 

中面幸人委員 
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その田代地区の件なんですけども、１回調査もされましたよね、例えば、南国交通が通っ

ているその利用状況とかいうことについて調査をされたと思うんですが、その辺あたりの、

結果的にはことはまだわからないわけですか。 

山元企画調整課長 

田代地区につきましては、乗合タクシーを運行しております米次地区とそれ以外の路線バ

スが運行しております尾原から田代までの区の方々に区長さんに御協力いただきましてアン

ケートを実施したところでございます。その中で住民の方の中から出されました意見として

多かったのが、今、田代地区に路線バスが走っているんですが、朝市街地方面から来て田代

から市街地に帰る便と、もう１回、午後に市街地から田代に来て、田代から市街地のほうに

帰っていくという、２往復なんですけど、田代地区の方々にとりましては、午後の便で市街

地に出たときに帰りの便がないということで、そこが利用しづらいというようなお話がござ

いました。今、走っている路線バスは残しつつ、乗合タクシーもなんとか有効に活用できな

いかというような意見が多く寄せられたところでございます。現在、市としては、そこの乗

合タクシーと路線バスの運行の兼ね合いといいますか、そのあたりも含めて今後どのような

形態が地域の方々にとって利便性が向上できるのか研究をしている段階でございます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩に入ります。 

 

 （休憩 １３：５６ ～ １３：５８） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。ほかに質疑はありませんか。 

牛之濱由美委員 

主要成果説明のですね、６ページで移住定住促進補助事業がありますけども、この２５年

度においてここで補助件数が２３件ということですけど、これは世帯数なのか、移住された

人数なのか、まず、そこを一つ、一つずついきます。 

山元企画調整課長 

この件数につきましては、申請がなされた件数という形になっておりますので、申請され

た件数（訂正あり）という形になります。 

牛之濱由美委員 

そうですね、これは申請された件数ですからね、それでは、実際ですよ、阿久根市に移住

をされてきたという把握をされているでしょうか。何世帯、何件。 

山元企画調整課長 

すいません。先ほどの発言で私世帯数と申し上げましたが、申しわけございません、訂正

なんですけど、この申請につきましては、１年目、２年目、３年目と３年間補助金を受けら

れるようになってるものですから、この２３件の中には１年目の申請をされたあと半年経過

してから２年目の申請をされた方も含まっているということですので、２３世帯ということ

ではなくて、申請がなされた件数が２３件という形になっております。それと、増加した人

数としては、全体で３１名の方がこの制度を利用されて転入されたという形になっておりま

す。 

牛之濱由美委員 

３１名というと、２５年度においてのではなくて、３年間を累計してということで捉えて

いいのでしょうか。 
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山元企画調整課長 

ここにつきましては、２５年度に申請をされた方々の中で本市に転入された方の人数とい

う形になっております。 

牛之濱由美委員 

これは市民環境関係の人口関係になるので、なかなか企画のほうでも把握ができないとこ

ろかなと思いますけども、移住をしていただく年代層ですね、年代層はなかなかよそで定年

を迎えられて阿久根に帰ってくるというような方もたくさんいらっしゃる、私たちが一番望

んでいますのは、若い世代がどんどん入っていただきたい、移住していただきたい、そうい

う魅力を発信できるホームページをつくっていただきたいという企画のほうへの要望として

終わります。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

竹原恵美委員 

決算に関する説明書の２７ページ、２款１項８目企画費の中で下から４行目、阿久根駅広

報資材作成業務というのが約２００万ほどあるんですけど、これは内容はなんだったでしょ

うか。 

山元企画調整課長 

ここにございます阿久根駅広報資材作成業務と言いますのは、新しくできましたにぎわい

交流館阿久根駅を内外にピーアールするために使います、ポスター、それから缶バッジ、そ

ういったものになっております。 

竹原恵美委員 

これは継続性のあるものでしょうか。今回１回だけで終了、完了するものでしょうか。 

山元企画調整課長 

今回作成いたしましたポスター等については、現在も各所で掲示をして活用しているとこ

ろでございますけども、今のところこれを別途作成する予定は今のところございません。 

 ［竹原恵美委員「了解」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

出口徹裕委員 

主要事業の成果説明書の中の５ページで、２款１項８目の企画費の中で人材バンクのあく

ね大使のところなんですけども、このあくね大使に２３名なられてて、広報活動をされると

いうのはわかるんですが、阿久根市民への周知というのは、その都度なられたときには周知

されていると思うんですけど、その後の紹介というか、そういったものは何かなされてます

かね。 

山元企画調整課長 

現在のところ、就任していただいたときには広報誌等で御紹介しているんですけども、そ

れ以外のときには、例えば、特に、ニュースとなるような形で取り組んでいただいたような、

御紹介できるような案件がございましたときに、広報誌等でお知らせするというような形で

行っているところです。 

出口徹裕委員 

せっかくなっていただいているので、先ほどホームページ等という話しもありましたけど

ね、こういったようなものも、やはり、大使になられた方は、やっぱり地元でも人気が出て

くるというところが非常に大切なところだと思うんですよね、ただ利用されるだけという言
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葉は悪いですけど、阿久根市が利用するだけではなくて、やはり、そういう人材がいれば阿

久根から応援できるような形で、どんどん、例えば、そういう紹介を随時見れる、料理研究

家の方がいらっしゃったりとかいろいろしますよね、そうしたら、何か固定されたところで、

ホームページ等でも掲載しておいて声をなるべくかけやすくしていくようなふうにもってい

かないと、ただ、大使になったというだけでですね、言えば、紹介でいろいろな行事等です

ね、ただ押しつけるのではなくてですね、なった方に利益があるような形でもですね、やは

り紹介をしていくことをやっていただきたいなと、それが、やはりまた今度は逆に大使の方

も頑張ってくださると思うんですけどね、いかがですか。 

山元企画調整課長 

ここにつきましては、出口委員がおっしゃるようにせっかくなっていただきました大使の

方にもいろんな形で御活躍していただきたいというふうに思ってるとこでございます。市と

いたしましても大使になっていただいた方々にどういった活動をしていただいたらいいのか

ということで、一部ではあるんですけども、関東在住の大使の方々のところにお伺いして、

あくね大使の関東部会というような形で集まっていただいた中で大使の活動について意見交

換を交わしていただくとか、そういったことも今後取り組みをしていきたいというふうに考

えているところです。 

出口徹裕委員 

あくね大使の活動ではなくてもですね、その御本人さんがどういう方でというのが1回し

か紹介されないので、そうではなくて、例えば、何らかの形でまちで見かけた、何かのイベ

ントで出てきたと、そしたら、阿久根で呼ばれてなくてもあの人はあくね大使なんだという

わかるようにですね、何かホームページなり等そういうのをせっかく任命されているんです

から、私たちの阿久根の中にはこういう人がいるんだというのを、１回の紹介じゃわからな

いわけですよね、そういうところのページがあるといいなというふうに思います。 

山元企画調整課長 

今後、そういう形で努めていきたいというふうに思います。 

石澤正彰委員 

先ほど牛之濱委員のほうから質問があったことに関連するんですが、成果説明の６ページ

ですね、市単独事業で課長の説明、申請件数が２３件だったというお話でした。３１名の方

が阿久根に転居されてきたというふうに、３１名、そのときは人口がふえたという理解でい

いんでしょうか。 

山元企画調整課長 

この３１名と申しますのは、この制度を活用して市内に転入してこられた方の数というふ

うになってるところです。 

石澤正彰委員 

市民環境課が出している資料でですね、平成２１年から２５年度の４年間に阿久根市の人

口減が約１，５００名なんですよね、平均で１年３７５名ぐらい人口減をしているというこ

となんですが、１年１年人口がまったく一緒ではないんですけど、３７５名仮にだったとす

ればですね、３１名転入者があってその分は貢献できたというふうに理解したらいいんです

ね。 

山元企画調整課長 

そういう形で一定の成果があったというふうに考えているところです。 

 ［石澤正彰委員「はい、了解です」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 
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ほかに質疑はありませんか。 

 ［発言するものあり］ 

山田勝委員 

本会議でですね、企画課でほら、流用した金とかあったじゃないですか。あれをこれでよ

くわからない。あとでちゃんとよくわかるように表示してやってください。 

 ［山元企画調整課長「はい」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

なければ、認定第１号中、企画調整課所管の事項について、審査を一時中止します。 

（企画調整課 退室） 

先ほどの件については、資料請求をしたいと思います。ここで暫時休憩します。 

 

 （休憩 １４：１１ ～ １４：２２） 

  

 （生きがい対策課 入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。ここでお諮りします。先ほど資料の請求がありま

したが、これを要求することに御異議ありませんか。 

 ［「異議なし」と発言する者あり］ 

御異議なしと認め、本件を資料請求することに決しました。要求は委員長より行いますの

で御了解願います。 

次に、認定第１号中、生きがい対策課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を

求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効

果等について簡潔明瞭にお願いします。 

早瀬生きがい対策課長 

認定第１号、平成２５年度阿久根市一般会計決算のうち、生きがい対策課所管分について、

まず新規事業について御説明申し上げます。はじめに、決算に関する説明書の３３ページを

お願いいたします。社会福祉総務費の委託料、社会福祉法人指導監査実施事業コンサルティ

ング事業委託について説明いたします。社会福祉法の改正により社会福祉法人の指導監査業

務について、平成２５年度以降、県からの権限委譲により市で実施することとなりました。

これに伴い、適正な監査を行うためには会計士のサポートを受ける必要性が生じたため、コ

ンサルティング業務委託を行いました。平成２５年度は２９１万円で委託し、対象８社会福

祉法人中、６法人の監査を行い、平成２６年度は残り２法人を行う予定であります。 

次に、暮らし安心・地域支え合い推進事業について御説明いたします。主要事業の成果説

明書の１７ページをお願いいたします。国県に先行し少子高齢化が進行している本市の現状

でありますが、地域の結びつきについても以前は助け合いの精神があったものの、生活様式

の都市化が進むにつれ失われ、隣人同士が疎遠となり、人間関係が希薄になってきている状

況にあります。特に山間部では高齢化が顕著であり、支援する側も高齢者という状況にあり

ます。そこで、孤独死や虐待などの現状を踏まえ、社会的に孤立しがちな一人暮らし高齢者

などの要援護者を地域で見守る体制や緊急時に対応する体制を構築するために、社会福祉協

議会へ日常的な支援や災害時の緊急時に対応する人たちの「支え合いマップづくり」を委託

しました。平成２５年度は、２０地区を実施しましたが、事業効果としては、地域内の気に

なる人に対して、住民のかかわりをマップに落とし込み、支援の欠けている状況を把握する

ことで課題を抽出することができました。また、地域福祉への関心が高まったことや、サロ
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ンの充実、災害マップとのリンク等自主的な取り組みもふえてきています。加えて社協・民

生委員・アドバイザー等の連携が深まる効果ももたらされています。 

次に、児童福祉関係の新規事業について御説明申し上げます。主要事業の成果説明書１９

ページになります。まず、本市子ども・子育て会議についてですが、子ども・子育て支援法

第７７条に規定する審議会、その他の合議制の機関として、国の子ども・子育て会議の設置

に関する規程と同じく、地方自治体においても合議制の機関を置くよう努めるものと規定さ

れたことから、本市子ども・子育て会議条例を平成２５年６月に制定しました。委員構成は、

学識経験者、小児科医、児童福祉関係者、保護者代表、幼稚園・保育園長、小中学校長、関

係行政機関から２０名で構成しています。昨年度は３回、本年度は７月に１回会議を開催し、

阿久根市子ども・子育て支援事業計画を中心に、９月議会で提案した条例等、新制度に向け

ての協議を進めているところであります。 

続きまして２２ページをお開きください。保育士等処遇改善臨時特例事業につきましては、

全国的に保育の担い手である保育士の確保が喫緊の課題となっており、保育士の人材確保対

策を推進する一環として、保育士の処遇改善に取り組む保育所へ助成を行うことにより、保

育士の確保を進めるための事業であります。財源については、県の安心こども基金総合対策

事業であり、定額補助となっています。対象となる職員の範囲は、私立保育所に勤務する職

員及び非常勤職員となっております。ただし、本事業の趣旨にかんがみ、経営にかかわる法

人の役員である職員については、本事業による賃金改善の対象とはならないこととされてい

ます。また、本事業が保育士の人材確保対策として実施される趣旨を踏まえつつ、実際に賃

金改善を実施する職員の範囲や賃金改善の具体的な内容については、各保育所の実情に応じ

て各保育所において決定するものとなっています。 

次にニーズ調査業務委託についてですが、子ども・子育て支援新制度の実施にあたって、

国から示される計画策定指針に基づき、幼児教育・保育や地域の子育て支援などの事業量の

見込みや確保方策等を盛り込んだ阿久根市子ども・子育て支援事業計画の策定に係るニーズ

調査を実施しました。内容につきましては、国が示した必須項目である、保護者の方の子育

て施策へのニーズ及びそのニーズを満たすために必要な教育・保育の量の見込みを調べるも

のと、本市独自調査として子どもの権利についてアンケート調査を行いました。なお、対象

世帯については、市内の未就学児のいる世帯及び児童クラブに通うお子様のいる保護者世帯

９０９世帯にアンケートを配布し、４５６件の回答がありました。回答率５０．１６％であ

ります。以上、平成２５年度の新規事業の説明は終わり、歳出予算から御説明申し上げます。 

決算に関する説明書３３ページと、事項別明細書２９ページをお開きください。３款民生

費１項社会福祉費１目社会福祉総務費のうち、２８節繰出金は健康増進課分であり、生きが

い対策課分としては、職員１０名分の人件費及び福祉関係の各種団体への負担金及び補助金

が主なものであります。次に、２目心身障害者福祉費でありますが、障がい者福祉サービス

に係る委託料及び扶助費が主なものであります。決算に関する説明書をごらんください。委

託料のうち、子ども発達支援センターこじか運営業務２，５７２万６，７８１円は、子ども

発達支援センターこじかの運営委託料であり、社会福祉法人青陵会に委託しております。平

成２６年９月１日現在の登録児童数は、阿久根市２５人、出水市１０人、長島町６人の計４

１名であります。現在、こじかの移転改築の基本・実施設計中であり、平成２７年度建築に

向けて準備を進めているところであります。決算に関する説明書は３４ページになります。

扶助費中、金額の大きいもの及び前年度と比べて増減の大きいものについて御説明申し上げ

ます。生活介護費２億１，１８７万４，２５２円は、前年度比約１，５２９万円の増加であ

りますが、常に介護が必要な障がい者に、日中、障害者支援施設で入浴・食事・排泄などの
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介護を行うもので、延べ９１０人分を給付しました。施設入所支援費９，２０６万５千円は、

前年度比約１５６万円の減額でありますが、延べ７２３人分の介護給付費として支払いまし

た。自立訓練事業、就労移行支援は減少しましたが、次の就労継続支援費の利用が伸びてお

り、前年度比約２，３２１万円増の１億１，６１５万２５８円となっております。この事業

は、通常の事業所で働くことが困難な方に生産活動等の機会を提供し、知識や能力向上のた

めの訓練を行うもので、延べ１，０４４人分を給付しました。療養介護費１，８８６万３，

２５０円は、前年度比約１０３万円の増となっておりますが、この事業は人工呼吸器を装着

しており、長期の入院を余儀なくされている方や重症の筋ジストロフィー症の方、２０歳以

前に発症し常に介護が必要な身体の不自由な方を対象に、十分な医療を提供するだけでなく、

福祉サービスを提供し、より豊かで広がりのある療養生活を送っていただくための事業であ

り、延べ７２人の利用であります。相談支援給付費７５０万１，３００円は、前年比約７１

６万円の増となっており、平成２４年度からの事業で介護保険のケアプランのように障がい

福祉サービスを利用するときにサービス等利用計画を作成するものであり、平成２７年度の

からの本格施行に向けて、現在、相談支援事業所の整備が進められているところであります。 

障がい児通所支援費２，４４８万６，０３０円は、前年度比約４４８万円の増加でありま

すが、平成２４年度から児童の通所系サービスが、児童福祉法に基づく児童発達支援事業や

放課後等デイサービス事業などに改正されました。市内３施設の平成２５年度末利用者数は、

児童発達支援事業が２４名、放課後等デイサービス事業が８名となっております。次に、２

３節償還金利子及び割引料１，９１３万１，３０９円は、平成２４年度、障害者自立給付費

負担金及び障害者医療費負担金の国・県への精算返納金であります。 

次に、３目老人福祉費ですが、このうち、生きがい対策課分としては、高齢者福祉サービ

スに係る委託料及び扶助費が主なものであります。決算に関する説明書をごらんください。

報償費のうち、在宅福祉アドバイザー事業謝金については、地域において民生委員と協力し

てひとり暮らしの高齢者の見守り活動やいきいきサロンに協力いただいているアドバイザー

１３４名に、１人あたり年間５千円の活動謝金を支払ったものが主なものであります。委託

料のうち、主なものについて御説明いたします。決算に関する説明書３５ページになります。

「食」の自立支援事業は１，６９４万５３円で前年比５０万４，７１７円の増額であります。

１月１日を除く年間３６４日、５万９，８７１食の利用がありました。 

次に補助金でありますが、老人クラブ育成補助金１３８万３，２００円は、単位老人クラ

ブ２６クラブにそれぞれ５万３，２００円を補助したものであります。長寿祝い金につきま

しては、８０歳、８８歳、１００歳、１０１歳以上の高齢者計５７０人に支給いたしました。

後期高齢者人間ドック助成事業は平成２４年度からの事業でありますが、出水郡医師会広域

医療センター、厚生連健康管理センターに内山病院と山田クリニックを加えて、２５人の利

用があり８２万８，６００円の支出済額であります。次に扶助費の老人保護措置費１億４，

５５９万８，２９６円は、４か所の養護老人ホームに措置した延べ７７８人分の入所措置費

であります。５目老人福祉センター管理費、支出済額３２２万９，６３４円は、老人福祉セ

ンターの維持管理の経費であります。６目地域福祉対策費は、科目設定のみで支出はありま

せんでした。 

次に、決算に関する説明書３６ページ、事項別明細書は３１ページをごらんください。２

項児童福祉費１目児童福祉総務費１節報酬３５６万８，３９６円につきましては、昨年度開

催しました子ども・子育て会議における委員１３名の報酬及び家庭相談員２名の人件費です。

２節給料及び３節職員手当等につきましては、児童対策係及び子育て支援センター管理係の

職員５名分の人件費です。８節報償費のうち出生祝い商品券８４０万円につきましては、第
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１子に３万円、第２子に５万円、第３子以降に１０万円の商品券を支給するもので、合計１

４０人に支給いたしました。１３節委託料のうちニーズ調査業務については、今年度策定予

定である子ども・子育て支援事業計画に係る調査であり、鹿児島みらい研究所に１１９万７

千円で委託したものであります。相談支援事業６０万９，２４０円は、専門相談に係る委託

料であります。次に、扶助費の主なものについて説明いたします。児童扶養手当は、ひとり

親家庭の母又は父等に支給するものでありますが、延べ３，２８８人に１億２，８４２万１，

０６０円を支給しました。前年度に比べて約６７７万円の減となっております。ひとり親家

庭医療費助成事業については、延べ５，７４４人に１,２４１万３，５８２円を助成してお

ります。子ども医療費助成事業は、平成２４年度から対象年齢を中学３年生まで引上げ、２

ヶ年目となる平成２５年度は、延べ１万１，４６８人に４，３３５万７，００１円を助成い

たしました。乳幼児医療対象分については県補助金がありますが、その他、県市町村振興協

会市町村交付金４０５万５，２５７円を財源充当しております。 

次に、事項別明細書は３２ページをごらんください。２目児童措置費、扶助費の３億１，

０９４万円は、児童手当として支給したものであります。対前年度比１，４１１万円の減額

となり、支給した延べ児童数は２万７,４５９人であります。対前年度比１，１０７名の減

であります。次に３目保育所費でありますが、これは、みなみ保育園の正規職員２名と嘱託

保育士１２名、嘱託看護師１名、嘱託調理員２名の人件費及び施設管理費等が主なものであ

ります。決算に関する説明書は３７ページをごらんください。委託料２０３万４，１０２円

は、例年分と白蟻の発生が見られたため、白蟻駆除業務を委託したものであります。備品購

入費のうち３３万９，１５０円は、保育園事務室及び保育室すべてのカーテンを取りかえた

ものであります。 

次に、４目児童館費の主なものは、１３節委託料、放課後児童健全育成事業であり、放課

後児童クラブの運営委託費であります。利用児童数の増加により、平成２４年度から阿久根

小学校の児童を対象にした学童を１か所新設し、市内計８カ所の学童クラブを実施しており

ます。また、阿久根学童クラブを実施している中央児童館の空調機器が老朽化したことから、

１７節公有財産購入費で空調機器の取りかえを行い、また、脇本児童クラブのエアコンの老

朽化に伴い、１８節備品購入費でエアコンを取りかえました。次に、事項別明細書は３３ペ

ージになります。５目保育施設運営費、委託料の地域子育て支援センター事業は、みどりが

丘保育園に委託して実施しているもので、保育園に入る前の親子を対象とした子育てサーク

ルの育成・支援や育児不安についての相談等を実施しているものであります。次に、補助金

の保育対策等促進事業３，３９４万６，８３６円は、各保育園で延長保育事業等を実施しそ

の実績に応じて補助するもので、保護者の就労支援と保育サービスの充実に努めているとこ

ろであります。また、平成２５年度新規事業として実施しました保育士等処遇改善臨時特例

事業につきましては、市内の私立保育園６か所すべてが実施し１，２３５万３千円の支出額

となりました。この事業につきましては全額県補助金が充当され、補助基準額につきまして

は、４月及び１０月初日の在園児数及び保育園定数等により計上し定額補助されるものであ

ります。次に、扶助費でありますが、保育所運営費については、市内の私立保育園６か所と

市外の私立保育園８か所、市外の公立保育所１か所で延べ５，７９３人、前年比１１２人増

になりますが、の児童の入所があり、４億５，０４７万９，７６０円の支出済額であります。 

次に、３項生活保護費１目生活保護総務費は、保護係職員４名分の人件費と保護費支給に

係る事務費等が主なものであります。次に、決算に関する説明書は３８ページ、事項別明細

書は３４ページをごらんください。２目扶助費、支出済額４億１，５９９万９，３６１円は、

保護費として支給したものであり、前年度と比べまして４，６４３万７，４２５円の増とな
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りました。被保護世帯は、平成２５年度末で１６６世帯２３０人であり、年度途中の増減は

ありますが、年度末時点で比較しますと平成２４年度末に比べて世帯数は６世帯増加、保護

人員は１１人の増加であります。景気が依然芳しくなく、保護世帯数、人員ともに増加した

ことに起因すると思われます。新規申請は３１件、うち保護開始が２８件、却下３件で、保

護開始の主な理由は、世帯主の傷病、預貯金の減少、失業による生活の困窮となっておりま

す。廃止は２６件、死亡１０件、就労による収入増５件、社会保障給付の増加１件、施設入

所２件、転出２件、その他６件、これは境界層適用、交通事故示談金、日用品費累積、親族

による引き取り、辞退、指導指示違反、各１件ということになっています。 

次に、４項１目災害救助費、扶助費については、平成２５年度中に２件の住宅全焼があり、

火災見舞金として１件あたり５万円、２件合計１０万円、うち１件は、世帯員死亡のため死

亡見舞金３０万円を支給したものであります。次に、決算に関する説明書４１ぺージ、事項

別明細書３７ページをお願いいたします。５款２項１目労働諸費、１９節負担金補助及び交

付金でありますが、全国シルバー人材センター協会負担金５万円と高年齢者労働能力活用事

業補助金として、阿久根市シルバー人材センターへ１，１９０万円補助したものであります。

２５年度末の会員数は、１６７人で前年度比９人の減です。就業率は９１．６％、５．６％

の減です。受託件数は２，３４７件で、前年度比９９件の減となっております。契約金額７，

１３１万１，７０６円で前年比１，０２９万６，２８０円の減ということで、会員数、就業

率、受託件数及び契約金額ともに減少しております。 

以上で歳出を終わり、歳入について御説明申し上げます。決算に関する説明書９ぺージを

お願いいたします。事項別明細書は４ページになります。１１款２項１目１節社会福祉費負

担金、収入済額２，４１９万７６８円ですが、老人保護措置費として養護老人ホーム入所者

の本人及び扶養義務者の負担金が主なものであります。次に、２節児童福祉費負担金の主な

ものは保育所運営費であり、いわゆる保育料であります。不能欠損額が５５万９，０６０円、

収入未済額が６５４万５８０円となっております。不能欠損額、収入未済額については、保

育料の滞納分であります。平成２５年度現年度分については、児童手当の支給時などに徴収

に努めた結果、徴収率は９７．６％となりましたが、過年度分については１７．３５%にと

どまっております。今回、転出等の理由により徴収困難と思われるものについて、平成１８

年度から平成２０年度分、対象保護者は５名、延べ３３月分について不能欠損処分しました。

徴収対策としましては、平成２５年度は、毎月の口座振替の際に残高不足等で振替できなか

った場合は、その都度通知し納付書での納入を促し、２か月納入がない場合は督促通知、３

か月納入がない場合は催告書を出して窓口での納入相談を促し、分納誓約書を書いていただ

くなど徴収に努めてきました。また、児童手当を窓口での現金払いとし納入相談等を行う一

方、年末、年度末、出納整理期間においては、夜間の訪問徴収を生きがい対策課全体で取り

組んでおります。収入未済額については、９月２日までに６０万９，９７０円が納入済であ

り、９名が２５年度以前の分について完納され、残り３４世帯、５９３万６１０円の残額と

なっております。引き続き徴収に努めてまいりたいと思います。 

次に、決算に関する説明書の１２ページ、事項別明細書は７ページになります。１３款１

項２目民生費国庫負担金のうち１節社会福祉費負担金は、主に障害者自立支援法の事業に係

るもので、基準額の２分の１を国が負担するものであります。２節児童福祉費負担金の保育

所運営費及び児童入所施設措置費については、国の負担割合は２分の１、児童扶養手当につ

いては３分の１となっております。３節児童手当給付費負担金については、約３分の２が国

の負担となっております。４節生活保護費負担金は、４分の３が国の負担であります。次に、

決算に関する説明書は１３ページをお願いいたします。２項国庫補助金２目民生費国庫補助
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金になります。１節社会福祉費補助金の地域生活支援事業費８５９万６千円は、障害者総合

支援法の中で市町村の自主事業としている日常生活用具給付や日中一時支援事業など地域支

援生活事業に対し、統合補助金として基準額の２分の１を国が補助しているものであります。

２節児童福祉費補助金ですが、母子家庭等対策総合支援事業費は、母子家庭高等技能訓練促

進費に係るものであります。３節生活保護費補助金は、生活保護適正実施推進事業費として

定額補助されるものです。次に、決算に関する説明書は１４ページ、事項別明細書は９ペー

ジをお願いいたします。３項委託金２目民生費委託金２節児童福祉費委託金は、特別児童扶

養手当の事務費であります。次に１４款１項２目民生費県負担金であります。１節社会福祉

費負担金は、主に障害者総合支援法に係る事業に充当するもので、県が４分の１を負担する

ものであります。２節児童福祉費負担金のうち、保育所運営費は私立保育園の保育所運営費

に充てるもので、県の負担は４分の１であります。児童入所施設措置費についても、負担割

合は４分の１であります。児童手当給付費負担金につきましては、県負担は６分の１であり

ます。４節生活保護費負担金は、帰来先のない者に対する扶助費の４分の１を県が負担する

ものであります。次に、２項２目 民生費県補助金であります。決算に関する説明書は１５

ページ、事項別明細書は１０ページをお願いいたします。１節社会福祉費補助金、生きがい

対策課所管分としては、重度心身障害者医療費助成事業費の３，０７１万９千円、地域生活

支援事業費４１６万５千円が主なものでありますが、重度心身障害者医療費助成事業につい

て県の負担割合は２分の１、地域生活支援事業は、障がい者の日常生活用具給付事業で地域

活動支援センター事業、相談支援事業等に係るもので４分の１の補助であります。暮らし安

心・地域支え合い推進事業費４９９万８千円は、平成２４年度から取り組んでおりますが全

額県補助であります。２節児童福祉費補助金は、乳幼児医療費助成事業費及びひとり親家庭

医療費助成事業費の２分の１補助及び放課後児童クラブ運営事業等に係る児童健全育成事業

費の３分の２補助、延長保育等に係る保育対策等促進事業費の３分の２補助となっておりま

す。また、歳出予算で御説明しました保育士等処遇改善臨時特例事業の補助金につきまして

は、事業補助費及び事務費を合計した金額で全額補助となっております。さらに、平成２４

年度まで国庫補助であった子育て支援センター拠点事業、一時預かり事業等が安心こども基

金総合対策事業として県補助金に移行したもので、補助率は補助基準額に対し２分の１とな

っております。次に、決算に関する説明書１８ページ、事項別明細書は１３ページになりま

す。１５款１項２目利子及び配当金のうち、地域福祉基金が生きがい対策課所管であります。

基金利子５万９，６９８円につきましては、歳出、社会福祉総務費に充当しております。 

次に、決算に関する説明書は２０ページをお願いいたします。事項別明細書は１６ページ

になります。１９款諸収入５項４目雑入のうち、２節団体支出金のうち国保連合会介護給付

費交付金１，５５３万６，９３０円は、心身障害者福祉費の子ども発達支援センター運営事

業委託料に充当しております。子ども発達支援センターこじかに係る児童発達支援事業の請

求事務については、国保連合会を経由して行うことから、その給付費であります。次に、２

０節雑入ですが、決算に関する説明書は２１ページになります。１３行目相談支援事業他団

体負担金１１８万４千円と、地域活動支援センター事業他団体負担金２８１万２千円は、い

ずれも長島町と共同実施しているため、長島町分の負担金であります。下から１０行目、生

活保護法返還金及び徴収金６７４万８，８７０円は、生活保護受給者の収入未申告等による

返還金等であります。なお、雑入の収入未済額のうち６４万７，３７６円については、生活

保護法返還金のうち平成２５年度中に返還が終了しなかったものであり、滞納繰越処分をし

て現在も毎月返還してもらっているところであります。対象者は２名であり９月末現在の残

高は４６万７，３７６円であります。決算に関する説明書は、２２ページになります。５行
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目の児童手当過年度分確定に伴う追加交付が４４７万３，６８９円、下から４行目、過年度

分児童福祉費国庫等負担金については、保育所運営費国庫及び県負担金確定による追加交付

であり、５１７万４５６円となっております。これらはいずれも過年度分の精算確定により

受け入れたものであります。 

次に、決算に関する説明書２３ページをお願いいたします。２０款１項市債２目民生債２

節老人福祉債１，６９０万円は、老人福祉費、「食」の自立支援事業に活用いたしました。

以上で、説明を終わりますが、質疑への回答で細かい数字など不足の点は、担当係長が答え

る場合がありますので、あらかじめ御了承いただきたいと思います。それでは御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、生きがい対策課所管の事項について、審査を一時中止します。 

 ［複数人発言する者あり］ 

（生きがい対策退室 健康増進課入室） 

次に、認定第１号中、健康増進課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求め

ますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等

について簡潔明瞭にお願いします。 

佐潟進健康増進課長 

それでは、一般会計のうち健康増進課と地域包括支援センター所管分について御説明申し

あげます。説明の前に本日、牛濱介護保険係長が忌引で欠席させてもらうこと、及び勢屋大

川診療所管理係長が、診療所業務及び大川出張所業務の関係で急に対応できなくて欠席させ

てもらうこと、まず、はじめに御了解いただきたいと思います。まず、はじめに、一般会計

から国保・介護・後期高齢者医療に係る各特別会計への繰出金の総額について御説明申し上

げます。平成２５年度決算では、総額で８億８，５７０万８，９５９円となり、平成２４年

度の総額８億８，０７４万６，８２３円と対比しますと４９６万２，１３６円の０．５６％

の増額となりました。また、国保・介護・後期高齢者医療に係る保険給付費の合計は９５億

４，０７３万６，４０５円であり、その費用額・医療費は１０４億５，７３７万１，８４２

円であり、平成２４年度と対比しますと１億４，７００万円ほどの減額であります。今後も

医療費の削減に向けて努力してまいります。 

それでは、一般会計の歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は３３ページ、事

項別明細書は２９ページをお開きください。第３款民生費１項１目社会福祉総務費２８節繰

出金の支出済額３億３，９２２万２千円は国民健康保険特別会計への繰出金であり、対前年

比２，１９７万円、６．０８％の減額となりました。次に、決算に関する説明書３５ページ、

事項別明細書は３０ページになります。３目老人福祉費のうち健康増進課分の主なものとし

まして、１９節負担金補助及び交付金では、平成２４年度の繰越事業分で介護基盤緊急整備

特別対策事業として、社会福祉法人清風が整備した小規模特別養護老人ホーム満青へ１億１，

６００万円と特定非営利法人サンテテーが整備した小規模多機能ホーム希望の杜脇本へ３千

万円の合計額１億４，６００万円と、同じくこの２施設へ開設時から安定したサービスを提

供できるように施設開設準備経費助成特別対策事業として、満青に１，７４０万円、希望の

杜脇本に５４０万円、１床当たり６０万円の補助を行いました。２８節繰出金の支出済額４

億１，９８３万８千円は介護保険特別会計への繰出金であり、対前年比２，５５７万１千円、

６．５％の増額となりました。内訳としまして事業勘定へ４億１，８５７万９千円、介護サ
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ービス事業勘定へ１２５万９千円繰り出ししたものであります。次に、７目介護保険対策費

の支出済額２０８万７，６０１円は、鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業の重点分

野雇用創出事業の補助を受けて、第６期高齢者保健福祉計画策定に向けて、日常生活圏域ニ

ーズ調査と高齢者実態調査の実施に係る臨時職員の賃金と各区でアンケートを取りまとめて

いただいた謝金等が主なものであります。次に、８目後期高齢者医療費の支出済額５億６１

０万９，４１９円は、１９節負担金補助及び交付金で、鹿児島県後期高齢者広域連合の一般

会計の共通経費負担分として１４５万９，５８５円、特別会計の負担分として７７４万９，

１５７円、また、次のページの後期高齢者広域連合療養給付費は、鹿児島県後期高齢者医療

広域連合が阿久根市分として医療機関に支払った療養給付費の１２分の１になる、３億７，

０６７万１，７１８円であり、対前年比３１８万５６１円の減となりました。２８節繰出金

の支出済額１億２，６２２万８，９５９円は、後期高齢者医療特別会計へ繰り出したもので

あり、対前年比９４万１，１３６円の増となりました。次に、決算に関する説明書３８ペー

ジ、事項別明細書は３４ページ、主要事業の成果説明書は２９ページと３５ページをごらん

ください。 

最初に、保健衛生費関係の新規事業等について御説明いたします。決算に関する説明書の

３９ページの上から５行目の扶助費１８万９１３円であります。これは、平成２５年度に国

から権限移譲を受けて実施した、未熟児養育医療に係る訪問及びその医療費への給付関係事

業であり、当初予算額を８２５万円計上していましたが、給付実績が２件であったため、８

０６万９，０８７円の不用額が生じたものであります。次に健康増進費のがん検診事業につ

いてでありますが、受診率向上策として大腸がん検診の無料クーポン対象者の方で未受診の

方につきまして、２５年度はハガキによる受診勧奨を実施し、わずかではありますが受診率

を上げることができました。しかしながら、子宮頸がんワクチンの予防接種について厚生労

働省から６月１４日付けで積極的勧奨中断の勧告がなされたことから、主要事業の成果説明

書の３５ページにあるとおり、下から２行目になりますが、子宮頸がんワクチンの予防接種

率は８１．８％が１５．４％へ、また、子宮頸がん検診の受診率は２３．０％が２０．５％

へそれぞれ低くなりました。また、平成２４年度の阿久根市の３７７名の死亡者の死因分類

を分析しますと、第１位が悪性新生物、いわゆる、がんで２２．５％、第２位が心疾患、い

わゆる心筋梗塞などの心臓病で１８．０％、第３位は脳血管疾患、いわゆる脳卒中で１３．

０％、第４位が肺炎で８．８％であります。また、全国の指標と比較して阿久根市が高いの

は男女とも急性心筋梗塞であります。 

それでは、歳出の主なものについて御説明申し上げます。第４款衛生費１項１目保健衛生

総務費の支出済額１億２，６１４万８，４４６円は、健康増進課と地域包括支援センターの

職員１３名分の人件費のほか、歯科指導や管理栄養指導を行う嘱託員３名の報酬と妊婦健康

診査業務に係る委託料が主なものであります。８節報償費は３か月児・１歳６か月児・３歳

児等の各健診事業の医師等への謝金であり、１３節委託料のうち在宅当番医制事業は、休日

における一次救急医療を出水郡医師会に委託したものであり、妊婦健康診査業務等は、県医

師会及び鹿児島大学や済生会病院等へ委託したものであります。１９節負担金補助及び交付

金のうち、出水総合医療センター野田診療所における夜間一次救急診療所の運営経費の負担

金は、４８６万５，５８９円と対前年比で１１７万３，７６０円の増加となりました。これ

は、平成２４年度の決算額が２３年度の精算返納金と相殺されたため低かったものであり、

今後の負担金は５００万ほどで推移するものと思われます。なお、利用者については、２市

１町の全体で平成２４年度１，４４３人から平成２５年度は１，３１０人へ、そのうち阿久

根市分は、３９３人から２８４人へとなっています。次に、ドクターヘリ運航事業救急車搬
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送の３，２００円は１件分の負担金であります。 

補助金については、出水郡医師会が行う病院群輪番制病院事業へ阿久根市分の補助金６９

１万８千円が主なものであり、特定不妊治療費助成事業では、１人につき１年度１５万円を

上限に８件分９０万円を補助しました。 

次に、２目健康増進費の支出済額３，９７４万７，８７０円は、主要事業の成果説明書の

３０ページと３５ページにあるとおり、県民総合保健センターや厚生連に委託し実施したが

ん検診業務や健康診査などの委託料のほか、訪問指導嘱託員の報酬と保健推進員への活動謝

金、健康教育・健康相談・各種がん検診時の看護師等への謝金などが主なものであり、対前

年比で４１８万３，９６０円の減額となりました。 

なお、各種検診の受診率は、主要事業の成果説明書の３５ページに記載しましたが、胃が

ん検診が２３．３％、大腸がん検診が３５．２％、肺がん検診が５５．８％、子宮頸がん検

診が２０．５％、乳がん検診が４０．７％であります。これら、がん検診の受診後、精密検

査が必要とされた方は、胃がん検診では１２２名で早期がんと診断された方が２名、大腸が

ん検診では２１０名で早期がんと診断された方が１名、肺がん検診では６９名で原発性肺が

んと診断された方が３名、子宮頸がん検診では９名で子宮がんと診断された方が１名、乳が

ん検診では２６名でしたが、乳がんではありませんでした。また、集団健康教育が１２０回

の２，２０９人、健康相談が７５回の３７０人と各地区への出前講座や保健センターでの市

民健康講座、まちの健康相談室等、市民の健康意識の向上に努めたところであります。次に、

３目予防費の支出済額４，０２７万１，７５５円は、各予防接種に係るワクチン代の需用費

と出水郡医師会等へ委託しました個別予防接種業務の委託料が主なものであります。平成２

５年度は、それまで任意接種でありました、小児用肺炎球菌ワクチンや子宮頸がんワクチン、

ヒブワクチンが定期接種化されたため、ワクチン代の需用費が増加し委託料が減額となりま

した。よって総額で対前年比８９７万１，５７９円の約１８．２％の減であります。同じく

委託料の結核レントゲン検診につきましては、主要事業の成果説明書の３５ページ右下のと

おり、間接撮影を受けた方が３，６０５人で実施率は７３％となりました。なお、３０人が

要医療という検診結果でありました。次に、決算に関する説明書４０ページ、事項別明細書

は３６ページです。６目保健センター管理費の支出済額４０８万８，１８０円は、保健セン

ターの管理に必要な消耗品の購入や警備等の委託料が主なものであり、備品購入費はトイレ

で赤ちゃんのオムツが交換できるようベビーシートを購入したものであります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。決算に関する説明書９ページ、

事項別明細書は４ページです。第１１款分担金及び負担金２項４目衛生費負担金の１節保健

衛生費負担金の収入済額２万５，５０９円は、歳出で新規事業として御説明申し上げました、

未熟児養育医療に係る保護者の負担金であります。第１２款使用料及び手数料１項３目衛生

使用料の１節保健衛生使用料の収入済額１８２万７，６１５円のうち、保健センター土地占

用料の１，１００円は、九州電力株式会社が保健センターの敷地内に立てている電柱１本分

の使用料であります。次に、決算に関する説明書は１１ページ、事項別明細書は６ページで

す。第１２款使用料及び手数料２項３目衛生手数料１節保健衛生手数料の収入済額７９万３

５０円は、犬の登録に係る新規登録手数料と狂犬病予防接種手数料であります。犬の登録関

係については、飼い主の責任において実施されるものでありますが、登録されていない犬が

発見されたりする事が多かったことから、平成２５年度は各区長さん方の協力をいただき、

飼い犬の実態調査を実施しました。調査の結果、死亡届出が１００件なされておらず、死亡

届出の提出をお願いしたところであり、今後の狂犬病予防接種の接種率向上につながってい

るところであります。 
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次に、決算に関する説明書は１２ページ、事項別明細書は７ページです。第１３款国庫支

出金１項２目民生費国庫負担金５節国民健康保険医療助成費負担金の収入済額８４４万６，

６５８円は、国民健康保険税の軽減分に係る国からの交付金であります。同じく１項３目衛

生費国庫負担金１節保健衛生費負担金の収入済額２３９万１，３００円は、２５年度から市

町村に権限移譲された未熟児養育医療に係る国負担分であり、実績額が１８万９１３円であ

ったことから、過大交付分は本年度で精算返納することになります。次に、決算に関する説

明書は１３ページ、事項別明細書は８ページです。２項３目衛生費国庫補助金１節保健衛生

費補助金の収入済額１，１０３万１千円のうち、疾病予防対策事業費の１０３万７千円は、

がん検診推進事業の実施に伴う補助金であり、総事業費３１８万９，２７２円で基準額の２

分の１が国庫補助金であります。 

次に、決算に関する説明書は１４ページ、事項別明細書は９ページです。第１４款県支出

金１項２目民生費県負担金１節社会福祉費負担金の収入済額２億６，０３６万８，１８５円

のうち、保険基盤安定拠出金９，４３８万７，９３４円は、後期高齢者医療の保険料軽減分

としての県負担分であります。同じく５節国民健康保険医療助成費負担金の収入済額６，４

７７万３，１７６円は、保険者支援分としての県負担分であります。次に決算に関する説明

書は１５ページ、事項別明細書は１０ページです。第１４款県支出金１項３目衛生費県負担

金１節保健衛生費負担金の収入済額８９万６，７３８円は、未熟児養育医療に係る県負担分

であり、国の負担分と同様に過大交付分は本年度に精算返納することになります。同じく２

項２目民生費県補助金１節社会福祉費補助金の収入済額２億１，０４３万５，８００円のう

ち、介護基盤の緊急整備特別対策事業1億４，６００万円は平成２４年度の繰越事業分であ

り、施設開設準備経費助成特別対策事業費は２，２８０万円の補助金であります。同じく、

３目衛生費県補助金１節保健衛生費補助金の収入済額３，０１５万２千円のうち、健康増進

支援事業費１０７万２千円は、健康診査等に係る３分の２の県補助金であります。次に、決

算に関する説明書は１７ページ、事項別明細書は１２ページです。３項２目民生費委託金１

節社会福祉費委託金のうち市町村権限移譲交付金１６万９千円は、医師法関係免許申請など

に係る交付金であります。 

次に、決算に関する説明書は１８ページ、事項別明細書は１３ページです。第１５款１項

２目利子及び配当金１節利子及び配当金の収入済額１，４５７万７，０１２円のうち、高額

療養資金貸付基金の利子は１９８円でありました。これは、基金の運用に関する調書の２ペ

ージに掲載してあるとおり、１００万円を原資とした基金の定額運用であり、国民健康保険

の被保険者２名に対し４１万３，５４７円の貸付を行ったものであります。次に、決算に関

する説明書は１９ページ、事項別明細書は１４ページです。第１７款繰入金２項３目介護保

険特別会計繰入金の収入済額６６万８，９１１円は、平成２４年度分の一般会計から繰り出

した介護給付費の精算に伴う介護保険特別会計からの精算返納金であります。 

次に、決算に関する説明書は２０ページ、事項別明細書は１６ページです。第１９款諸収

入５項４目雑入２節団体支出金のうち、後期高齢者健診業務広域連合補助金１９１万５千円

は、阿久根市の後期高齢者に係る長寿健診費用について広域連合からの補助金であり、長寿

健康増進事業広域連合補助金２５万６，０８０円は、元気高齢者健康づくり訪問指導事業に

係る広域連合からの補助金であります。２０節雑入のうち健康増進課の主な分は、がん検診

時の個人負担分として費用徴収した費用徴収金４０５万９，９００円と肝炎ウイルス検診等

費用徴収金１１万１，２００円が主なものであります。 

次に、決算に関する説明書は２３ページ、事項別明細書は１６ページです。第２０款１項

３目衛生債１節保健衛生債のうち、夜間一時救急診療所運営事業債３８０万円は、平成２３
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年８月から出水総合医療センター野田診療所内に設置された夜間一時救急診療所に係る負担

金の財源として過疎計画に盛り込み過疎債を充当したものであります。 

以上で認定第１号の健康増進課所管分に関する説明を終わりますが、よろしくお願いいた

します。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ここで暫時休憩いたします。 

 

 （休憩 １５：２６ ～ １５：３５） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。課長の説明は終わりました。これより質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、健康増進課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

 

○認定第２号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（国民健康保険特別会計） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第２号を議題とし審査に入ります。課長の説明を求めます。 

佐潟進健康増進課長 

認定第２号、平成２５年度阿久根市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に係る主なも

のについて御説明いたします。 

それでは、国民健康保険事業の概要について御説明申し上げます。平成２５年度の国保の

加入世帯は年度平均３，９９５世帯、被保険者数年度平均６，７２０人となっており、市全

体から見た加入率は世帯で約３８．２％、被保険者数では３０．０％が国保加入者となって

おります。平成２４年度に比べ世帯数で１０４世帯、被保険者数では２２４人がそれぞれ減

となっており、今後も減少傾向は続くものと思われます。 

一般会計からの繰入金について御説明申し上げます。決算に関する説明書の５ページをご

らんください。第１０款繰入金１項１目一般会計繰入金の収入済額３億３，９２２万２千円

は、対前年比２，１９７万円、６．１％の減額であり、内訳については備考欄に示すとおり

であり、保険税の７割・５割・２割軽減分に対する財政措置の保険基盤安定繰入金が９，７

６２万６，４４７円で対前年比４．８％の減、職員給与費等繰入金は５，９６３万５，３９

８円で対前年比６．９％の減、出産育児一時金等繰入金は５０２万円で、対前年比１４．

６％の減であります。なお、財政安定化支援事業繰入金は１億７，６９４万１５５円で対前

年比１，１８３万１，２０２円の６．３％の減であり、その内、法定外分が１億１，９２０

万１，１５５円で、対前年比１，８５９万１，２０２円の１３．５％の減となりました。ま

た、国保係では国保資格の異動処理や転入・転出の際の処理、出産育児一時金や葬祭費の支

給等を行ない、あわせて後期高齢者医療に係る事務も行っております。さらに、国保税の収

納率アップのため、高額療養費等の支出の際に、国保税の滞納者については口座振込ではな

く現金支給とし、税務課と連携し納入相談を実施しているところです。なお、２名のレセプ

ト点検の嘱託職員においては、国保連合会から送付されてきたレセプト１１万７，７０７件

について、その内容を審査し過誤調整や再審査請求を行っており、平成２５年度の費用効果

は被保険者１人当たり１，１２３円であり、総額として７５４万６，５６０円の財政効果が
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ありました。 

それでは事業勘定の歳出から御説明いたします。特別会計の決算に関する説明書６ページ、

事項別明細書は８ページをお開きください。第１款総務費１項１目一般管理費の支出済額５，

２６４万８，４３７円は、職員７名分の人件費やレセプト点検嘱託員２名分の報酬などが主

なものであります。次に、２目連合会負担金の支出済額１２８万５，５０７円は、国保連合

会への運営負担金１１６万３，３５０円と広報共同事業負担金１２万２，１５７円の合計額

であります。２項徴税費１目賦課徴収費の支出済額３５４万４，２２１円は保険税賦課に係

る経費であり、市税等収納嘱託員１人分の報酬やドライシーラー保守点検等の委託料が主な

ものであります。２目納税奨励費の支出済額２０９万７，１３０円は、国保税の納税報奨金

であります。 

次に、第２款保険給付費２５億７２７万２，８４９円は、前年度に対して１，８７２万６，

８３３円、０．７４％の減であります。１項１目一般被保険者療養給付費の支出済額２０億

３，３９４万４，５１２円は、１０万７，６０７件分の療養給付費であります。平成２５年

度の１人当たりの診療費は３３万５，８７６円で、平成２４年度の３３万２３３円と比較し

て約１．７％の増となりました。次に、２目退職被保険者等療養給付費の支出済額１億１，

９０６万８，７８５円は５，３３５件分であり、１人当たりの診療費は４１万２，８４２円

で、２４年度が３７万９，６８１円であり、昨年度と比べると８．７％の増となりました。

３目一般被保険者療養費の支出済額２，００９万４，４４８円は、２，７０４件分でありま

す。決算に関する説明書は７ページになります。事項別明細書は１０ページになります。５

目審査支払手数料の支出済額６７１万４，９０４円は、レセプト審査支払手数料やレセプト

電算処理手数料であります。次に、２項１目一般被保険者高額療養費の支出済額３億２８４

万９，１８５円は、１ヶ月の医療費がある一定の額を超えると払い戻しをする制度で４，６

７１件分となりました。次に、４項１目出産育児一時金の支出済額７５３万円は、１件４２

万円の１８件分であります。ちなみに平成２４年度は２０件、平成２３年度は２３件、平成

２２年度は２４件となっております。次に、５項１目葬祭費の支出済額１４７万円は、１件

３万円の４９件分であります。平成２４年度は５２件、平成２３年度は５２件、平成２２年

度は４８件であります。 

次に、第３款後期高齢者支援金等１項１目後期高齢者支援金の支出済額３億５，６４２万

５，２３０円は、後期高齢者の医療費分、事務費分を社会保険診療報酬支払基金に拠出する

ものであり、社会保険診療報酬支払基金が示した算定基準により拠出したものであります。 

決算に関する説明書は８ページになります。事項別明細書は１２ページになります。第６

款介護納付金１項１目介護納付金の支出済額１億６，８９８万２，８４７円は、介護保険制

度における第２号被保険者に係る費用を支払基金に拠出するものであり、前年度に比べ８５

４万６２６円、５．３２％の増であります。 

次に、第７款共同事業拠出金でありますが、これは国保団体連合会に拠出金として支払う

ものであり、１項１目高額医療費拠出金の支出済額９，４３４万６，４７８円は、レセプト

１件当たり８０万円を越える医療費について、３年間の実績をもとに定められた計算式によ

る額を拠出したものであります。なお、高額な医療費の抽出を行いましたところ、１人で１

年間の医療費が約６，６００万円であり、心疾患の患者さんでありました。また、１件当た

り８０万円を超える主病別分類では、第１位が肺の悪性新生物で、１件当たり平均２３８万

円の３件、第２位が心疾患で、１件当たり２３５万円の５０件、また第６位に虚血性心疾患

が１８３万円で３２件と悪性新生物と心疾患の医療費が大きいようであります。２目保険財

政共同安定化事業拠出金の支出済額４億２，１２８万５，０７０円は、レセプト１件当たり
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３０万円を超える医療費について、都道府県単位で共同事業として国保連合会が行うもので、

連合会が示した算定式による額を拠出したものであります。次に、第８款保健事業費１項１

目特定健康診査等事業費の支出済額９１０万８，４０５円は、腹囲、高血圧症、高血糖、脂

質異常などのメタボリックシンドロームに着目した生活習慣病予防のために行う、特定健康

診査業務の委託料が主なものであり、成果説明書の３３ページにあるとおり、受診者１，７

２０名で受診率３１．５％であります。２項１目保健対策費の支出済額７４４万８，４６７

円は、受診勧奨を行う訪問指導嘱託員の人件費と成果説明書の３３ページのとおり人間ドッ

ク助成や、はり・きゅう助成などの補助金が主なものであります。はり・きゅう助成は、１

枚当たり６００円の助成で年間３０回を限度として２，２２２件、人間ドック助成は、補助

対象額の７割の助成で４７，９００円を限度として１１２件の実績であります。 

訪問指導嘱託員については、１０月からの雇用となりましたが、１２月に実施される特定

健診の脱漏者への訪問受診勧奨を約２００件、情報提供という、かかりつけ医で特定健診を

実施していただくための電話による受診勧奨を６７５件行い、情報提供については平成２４

年度が１７７人でありましたが、平成２５年度は３７３人と約２００人の増となり、受診率

向上につながっております。 

次に、第１１款諸支出金１項３目償還金の支出済額４，８１７万９，５３２円は、療養給

付費等負担金等の交付確定に伴う精算返納金であります。２項１目直営診療施設勘定繰出金

の支出額４２万円は、大川診療所の医療機器購入に対する国の調整交付金であります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。決算に関する説明書は３ペー

ジ、事項別明細書は１ページをお開きください。第１款国民健康保険税の収入済額３億９，

８８３万３，１０９円は、審査意見書の２１ページをごらんください。表２１に示すとおり、

全体の収入率は６８．１％であり対前年度比０．４ポイント下回り、現年度課税分では９２．

８％、０．４ポイント上回りましたが、滞納繰越分が１３．５％と対前年度比１．５ポイン

ト下回りました。 

第４款国庫支出金１項１目療養給付費等負担金の収入済額６億６８４万９６０円は、対前

年比９９２万８，８１０円、１．７％の増になっています。２目高額医療費共同事業負担金

の収入済額２，３５８万６，６１９円は、国の負担分の額であります。３目特定健康診査等

負担金の収入済額３８０万２千円は、国の負担分の額であります。次に、２項１目財政調整

交付金の収入済額３億７，８９９万２千円は、次のページの備考欄のとおり、普通調整交付

金、特別調整交付金、直営診療施設整備分としてそれぞれ交付を受けたものであります。 

決算に関する説明書４ページ、事項別明細書も４ページです。第５款県支出金１項１目高

額医療費共同事業負担金の収入済額２，３５８万６，６１９円は、県の負担分の額でありま

す。２目特定健康診査等負担金の収入済額３８０万２千円は、県の負担分の額であります。

次に、２項１目財政調整交付金の収入済額１億６，７９４万１千円は、普通調整交付金と特

別調整交付金として、それぞれ交付を受けたものであります。なお、水俣病総合対策医療事

業分として国と県からの調整交付金額は４０１人の対象者分で３，９４５万８千円でありま

した。 

次に、第６款療養給付費等交付金１項１目療養給付費等交付金の収入済額１億７，４２９

万１，１６６円は、退職者の医療費にかかる交付金であります。 

次に、第７款前期高齢者交付金１項１目前期高齢者交付金の収入済額９億８，２５６万４，

４７８円は、社会保険診療報酬支払基金からの交付金であります。 

次に、第８款共同事業交付金１項１目高額医療費共同事業交付金の収入済額９，６８３万

３，８１５円は、レセプト１件当たり８０万円を超える高額な医療費に対する国保連合会か
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らの交付金であります。次に、２目保険財政共同安定化事業交付金の収入済額４億３８２万

７，７０６円は、レセプト１件当たり３０万円を超え８０万円までの医療費を対象とした国

保連合会からの交付金であります。 

次に、決算に関する説明書、事項別明細書ともに５ページです。第１２款諸収入４項２目

一般被保険者第三者納付金の収入済額１４４万１，４８６円は、交通事故に係る納付金等で

あり、一般被保険者４件分であります。 

以上で事業勘定を終わり、次に、施設勘定について御説明いたします。国民健康保険特別

会計の施設勘定は、大川診療所に係る経費であります。 

平成２２年１０月から医師が不在となっていましたが、平成２３年６月に医療法人卓翔会

と診療業務委託契約を締結し再開したところであり、また平成２４年４月からは医療法人昴

和会とも診療業務委託契約を締結し、週５日診療ができているところです。その診療実績は、

休診前までの受診者数には戻っていませんが、大川地区の唯一の医療機関として運営してい

るところです。 

それでは、歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は１２ページ、事項別明細書

は１８ページ、主要事業に関する説明書は４４ページをお開きください。第１款総務費１項

１目一般管理費の支出済額９４１万９，２０７円は、２名の看護師と１名の医療事務の嘱託

職員の報酬と、診療所の管理・事務用品及び電気・水道・ガス代などが主なものであります。 

第２款医業費１項１目医療用機械器具費の支出済額１２６万円は、多機能心電計を購入し

たものであり、３目医薬品衛生材料費の支出済額１，０８５万６，０４８円は、医薬品等の

購入費であります。４目検査等業務費の支出済額１，１０２万４，５１４円は、２ヶ所の医

療法人との診療業務の委託料が主なものであり、その診療日数は２４１日で延べ患者数１，

７４１人、１日当たり患者数は７．２人であります。１日当たりの委託料は４万５千円であ

ります。 

次に、第４款基金積立金１項１目基金積立金の支出済額８３万６，８１２円は、平成２４

年度分繰越金の半額と診療所基金積立金の利子分を積み立てたものであります。 

次に、第５款公債費の支出済額３１５万９，７６２円は、診療所建物と医師住宅の元金・

利子分であります。なお、２５年度末の元利合計の償還金残高は、診療所が約１，７２８万

７，９４９円であり、医師住宅のほうについては完済いたしたところであります。 

以上で歳出を終わり、次に、歳入について御説明いたします。決算に関する説明書は１０

ページ、事項別明細書は１５ページになります。第１款診療収入の収入済額１，９２２万９，

５５３円は１カ年の診療報酬収入が主なものであり、２項外来収入のうち４目の７５歳以上

を被保険者とした後期高齢者医療保険の診療報酬収入１，２８２万２，８５９円が多く占め

ております。次に、３項１目諸検査等収入の収入済額５３万２，５００円は、主に各種予防

接種料及び介護保険に係る主治医意見書料等の健康診断料であります。 

第６款１項１目国民健康保険診療所基金繰入金の収入済額１，６５２万円は、診療収入で

不足する財源を補填したものであります。なお、平成２５年度末における基金残高は、今回

の取り崩し分と積み立て分を差し引くと１，９７４万８，２０９円となります。次に、２項

１目事業勘定繰入金の収入済額４２万円は、備品購入した多機能心電計の分を事業勘定で受

け入れ、施設勘定で繰り入れたものであります。 

以上で施設勘定分についての説明を終わり、認定第２号に係るすべての説明を終わります

が、よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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竹原恵美委員 

すみません、ちょっと間に合わなかったんですけど、基金の残高は、もう１回お願いしま

す。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ちょっと、もう１回、大きい声で言ってください。 

竹原恵美委員 

基金残高をもう１度お願いします。 

佐潟進健康増進課長 

１，９７４万８，２０９円であります。 

竹原恵美委員 

では、使うほうの計上では、ばらばらと記入されているんですけど、結局、去年の段階で

２年分保有しているという状態だったんですけども、今の状態から１，９７４万からことし

の使い方の見込みからすると、あと何年分というふうに試算できますか。 

佐潟進健康増進課長 

当初予算のときにも御説明いたしましたとおり、基金の分については２６年度で全額使い

切ってしまうというか、枯渇してしまう状況であります。その分、一般会計からの繰り入れ

をいただいて２６年度当初予算は編成しています。以上です。 

竹原恵美委員 

これは、市長なりの考え方から継続ということなんですけど、利用者の運営というのも芳

しくないと、思ったようにも芳しくない、何か成果としては、これが結果なんですが、改良

した点なり、最初に当初言いますけど、改良した点、これから改良できる見込みのものとい

うのは、アイデアがあるのでしょうか。 

佐潟進健康増進課長 

決算でしたので、２５年度の平均の数となっていますが、２６年度の４月の平均利用が、

７．２、６．５（５月分）という数字で推移しています。当初予算のときにも御説明いたし

ましたとおり、大川診療所のほうには往診車が１台ありまして、ドクターが来られる診療時

間というのが、午前の場合か午後の場合かというのがあります。その間、半分の時間を使っ

て大川地域の高齢者の方々とか、そういった方々の健康相談であるとか、投薬の確認とか、

医療行為はできないですけども、そういう形で大川診療所のピーアールを図っていきたいと

いふうに思っている次第です。ただ、往診車の利用規定がそういう目的には使えないという

部分がまだありますので、今現在そちらのほうの規定の変更をかけているところであります。 

竹原恵美委員 

今まで、ここスタートしてから基金の問題とか、お金の、経済的には不安があって続いて

きたんですけど、大川の周辺の方で利用をふやしたい、それは利用するマスというか、もと

もと人口はいるんだという考え方、もとにあったんでしょうけども、結局、戻っては来られ

ないんですよね、移動した、利用を、あてをかえられた方が大川診療所に戻ってこられない。

もう年数も経ちましたから、広告もした、いろんな手を打ってますが、実態、呼び込む、帰

って来てもらうという手だて、アピールは今まで方法は聴きましたし、それも実行されて来

たんですが、見込んでおられるんでしょうか。これ以上にふやせる見込みを今現時点で見ら

れるという状況にありますでしょうか。 

佐潟進健康増進課長 

今、申しましたとおり、行政のほうとしても大川地区に医療機関、唯一の医療機関であり

ます。今後も薬の服薬等については、顔の見える状況で看護師とも対応してますので、もっ
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ともっとピーアールをしたり、地域に出向いていったりすればある程度の利用数は増加見込

めるというふうに思っています。ただ、それが一般会計からの繰り入れを全くなくす人数、

２３人でしたっけ、のレベルまではいかないかもしれませんけど、ここで、診療所をですね、

なくしてしまうと高齢者の方々の緊急的な部分、通常、足の、足のというか、交通弱者の

方々が多いですので、そういった方々がタクシーを使って買い物とあわせて診療所に来てい

ただけるよう周知していきたいというふうに思っています。以上です。 

山田勝委員 

ちょっと、要望するけどな、大川診療所がもうくっことは絶対なかで、大川診療所でもう

けることはない。それとね、牛之浜んしもね、大川診療所は要らんて言わったでや。いやい

や、去年、市政懇談会をしたときに、牛之浜には大川診療所は必要ありませんて言わったっ

で、でしたよね、皆さん一緒に行かれた方は。だから、抜本的な考え、もちろん、市長は選

挙の公約じゃかもしれんど、じゃかもしれんから、一般会計を投げ込んでもせないかん気持

ちはわかるんだけど、それよりもむしろね、違った形を考えて大川地区の医療の確保を考え

てやったほうがいいよ。例えば、健康バスを毎日走らせるとか、そん往診の車は、毎日走ら

せ病院に連れて行けばよかっやっで。だから、そういうことをしないとね、一般会計から金

をつぎ込んで、つぎ込んで、つぎ込んで、約束やっでとゆてみても、同じ大川地区の牛之浜

んしは、要らんて言わったで。はっきり、言わったですよ。私たちは、大川診療所は要りま

せんて。だから、そういうのもね、紳士的に受け止めてちゃんとせないかんよ。以上。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

要望でいいですか。 

山田勝委員 

要望でよかど。要望でいいよ。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第２号について、審査を一時中止します。 

 （健康増進課 退室） 

ここでお諮りいたします。本日の審査はこの程度にとどめ散会したいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

 ［「異議なし」と発言する者あり］ 

御異議なしと認め、本日はこれにて散会いたします。あすは午前１０時より再開いたしま

す。 

 

 

 （散会 １６：０６） 

 

 

           決算特別委員会委員長  仮屋園 一徳 

 


